ドイツ仲裁鑑定法の形成（四） by 豊田 博昭 et al.
一
　
は
じ
め
に
二
　
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
　
三
　
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
（
以
上
、
二
八
巻
一
号
一
頁
）
四
　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
（
以
上
、
二
八
巻
二
号
九
一
五
頁
）
五
　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
（
以
上
、
三
六
巻
二
号
一
頁
）
六
　
自
由
仲
裁
（
以
上
、
本
号
）
七
　
ま
と
め
（
次
号
）
六
自
由
仲
裁
　
鯉
　
判
例
　
１
　
自
由
仲
裁
（arbitrium
m
erum
      
 
  
    
）
は
、
一
九
世
紀
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
に
属
す
る
学
説
に
よ
っ
て
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
ア
ル
ン
ド
ゥ
ツ
（A
rndts
 
    
）
に
よ
る
と
、
債
務
の
対
象
は
、
あ
る
程
度
は
正
確
に
定
め
、
他
人
の
公
平
な
裁
量
（
善
き
人
の
裁
断arbitrium
boniviri
 
     
 
 
     
 
）
ま
た
は
「
単
な
る
自
由
裁
量
（bloße
G
utdünken
  
   
  
     
）」
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
後
者
の
場
合
─　　─
（
　
　
　
）
1
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
四
）
豊
　
　
田
　
　
博
　
　
昭
四
八
〇
四
八
〇
に
債
務
の
存
在
は
、
自
由
裁
量
の
判
断
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
。
他
の
学
説
も
同
旨
を
述
べ
て
い 
そ
し
て
多
く
の
学
説
は
、
そ
の
法
的
根
拠
と
し
て
、C
od.4,38,15
 
   
      
（
第
三
者
に
よ
る
売
買
価
格
の
確
定
）
お
よ
びD
ig.17,2,76
 
 
 
      
（
二
種
類
のA
rbitrium
 
     
 
が
存
す
る
、
ひ
と
つ
は
、
そ
の
判
断
は
不
当
な
と
き
も
拘
束
力
を
有
す
る
仲
裁
人
（arbiter
      
）（ex
com
prom
isso
      
    
 
  
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
そ
の
判
断
は
公
平
な
裁
量
に
よ
り
行
わ
れ
る
仲
裁
人
（arbiter
      
）
で
あ
る
）
を
引
用
し
た
。
前
者
の
法
源
（C
od.4,38,15
 
   
      
）
か
ら
、
売
買
は
当
事
者
に
よ
っ
て
そ
の
価
格
の
確
定
の
た
め
に
選
任
さ
れ
た
第
三
者
が
実
際
に
も
そ
の
判
断
を
下
す
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
と
の
見
解
が
導
か
れ
た
。
判
断
が
下
さ
れ
る
こ
と
が
、
法
律
上
、
売
買
契
約
の
成
立
の
た
め
の
条
件
と
み
な
さ
れ
た
。
条
件
が
発
生
し
た
と
き
に
、
初
め
て
、
右
行
為
は
完
全
に
効
力
を
生
ず
る
。
売
買
価
格
の
確
定
が
行
わ
れ
な
い
と
き
は
、
売
買
契
約
は
締
結
が
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
判
断
前
に
お
け
る
売
買
の
目
的
物
の
引
渡
し
は
、
条
件
付
き
の
所
有
権
の
取
得
で
あ
り
、
判
断
が
な
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
条
件
の
発
生
が
な
か
っ
た
と
き
、
所
有
権
は
自
動
的
に
売
主
に
回
帰
す 
　
上
述
し
た
よ
う
に
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
も
、【
　
】
一
八
八
三
年
判
決
（RG
Z
10,S.130ff.
  
  
    
    
）
で
、
ロ
ー
マ
法
源
（L.76
D
ig.pro
socio
17,2
  
  
 
     
   
 
   
）
に
１１
よ
る
と
、
事
前
に
「
無
条
件
で
」
シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
指
摘
し
、
ま
た
【
　
】
一
八
八
四
年
判
決
（SeuffA
rch
    
 
    
１２
40,S.161
     
  
）
で
は
、
火
災
保
険
契
約
に
お
け
る
鑑
定
人
・
審
判
人
に
よ
る
損
害
査
定
の
合
意
を
第
三
者
の
公
平
な
裁
量
に
よ
る
善
き
人
の
裁
断
を
認
定
す
る
際
に
、
別
の
選
択
肢
と
し
て
第
三
者
の
自
由
な
随
意
に
よ
る
自
由
仲
裁
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
【
　
】
一
八
八
九
年
判
決
（RG
Z
  
  
１５
24,S.357ff.
     
    
）
は
、
生
命
保
険
会
社
の
傷
害
保
険
約
款
上
の
、
労
働
能
力
の
喪
失
期
間
と
そ
の
程
度
に
つ
い
て
、
専
門
家
委
員
会
が
法
的
救
済
の
途
を
排
除
し
て
判
断
す
る
条
項
に
つ
き
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
る
と
、
第
三
者
の
認
定
は
無
条
件
で
基
準
に
な
る
と
判
示
し
て
「
自
由
仲
裁
」
を
認
定
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
右
判
旨
は
、【
　
】
八
三
年
判
決
の
い
う
「
当
事
者
の
明
確
な
意
思
」
を
、「
法
的
救
済
排
除
条
項
」
に
認
め
１１
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
（
１
）
る
。
（
２
）
る
。
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
2
四
七
九
四
七
九
　
再
び
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
の
引
用
す
る
「
自
由
仲
裁
」
に
関
す
る
判
例
に
つ
い 
以
下
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
い
ず
れ
も
一
八
七
五
年
の
三
件
の
判
例
中
、
ま
ず
自
由
仲
裁
を
認
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
判
例
と
し
て
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。
　
２
　【
　
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
六
月
一
日
判
決
（RO
H
G
E
18,S.337ff.;SeuffA
rch
32,S.
  
 
 
 
 
    
     
    
    
    149,N
r.118
    
  
  
）　
当
時
の
法
１６
制
や
ロ
ー
マ
法
に
通
じ
な
い
筆
者
に
と
っ
て
、
判
旨
は
大
変
に
難
解
で
詳
細
な
検
討
ま
で
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
ま
ず
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
理
解
し
う
る
限
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
案
お
よ
び
判
旨
と
思
わ
れ
る
。
東
プ
ロ
イ
セ
ン
南
鉄
道
会
社
Ｙ
社
の
財
務
問
題
の
委
員
会
（Finanzcom
ite
  
      
  
　
定
款
五
七
条
。
以
下
「
財
務
委
員
会
」
と
い
う
。）
は
総
合
企
業
Ｘ
社
と
の
間
で
、
工
事
の
進
捗
程
度
に
応
じ
て
、
会
社
技
師
の
発
行
し
た
証
明
書
に
よ
っ
て
、
会
社
の
株
券
で
も
っ
て
（in
A
ctien
 
 
    
）
支
払
い
を
行
う
旨
の
鉄
道
建
設
工
事
を
内
容
と
す
る
請
負
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
後
に
、
工
事
完
成
前
に
Ｙ
社
の
財
務
委
員
会
は
Ｘ
と
合
意
を
締
結
（「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
合
意
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。）、
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｘ
は
右
請
負
工
事
か
ら
撤
退
し
て
、
建
設
部
門
を
別
の
建
築
体
に
譲
渡
す
る
、
し
か
し
請
求
権
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
当
時
Ｙ
社
の
技
師
で
あ
っ
た
Ａ
が
査
定
し
、
Ｘ
が
Ａ
の
査
定
に
同
意
し
た
と
き
は
、
Ｙ
社
の
財
務
委
員
会
は
Ｘ
に
証
明
書
を
発
行
す
る
、
査
定
に
不
満
が
あ
る
と
き
は
、
金
額
の
確
定
は
仲
裁
人
の
裁
判
（schiedsrichterlicher
E
ntscheidung
    
    
  
       
  
    
   
）
に
委
ね
ら
れ
る
旨
が
定
め
ら
れ
た
。
Ｙ
は
、
定
款
五
九
条
違
反
な
い
し
右
査
定
の
暫
定
的
な
性
格
を
理
由
に
し
て
、
Ａ
が
査
定
・
Ｘ
が
同
意
し
た
株
式
資
本
金
（A
ctiencapitalbetrag
 
          
  
  
）
を
Ｘ
の
権
利
継
承
者
に
引
き
渡
す
こ
と
を
拒
否
し
た
こ
と
で
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
合
意
の
法
的
拘
束
力
が
訴
訟
上
争
い
に
な
っ
た
、
と
い
う
事
案
の
よ
う
で
あ
る
。
　
第
一
審
・
控
訴
審
と
も
、
右
合
意
は
法
的
拘
束
力
な
し
と
主
張
す
る
Ｙ
の
異
議
を
退
け
た
。
た
だ
し
第
一
審
は
、
Ａ
査
定
に
対
し
反
証
を
認
め
て
証
拠
調
べ
を
実
施
し
、
Ｘ
の
請
求
の
一
部
を
認
容
し
た
の
に
対
し
、
控
訴
審
は
、
査
定
人
の
詐
欺
ま
た
は
そ
の
自
由
な
意
思
確
定
を
妨
げ
（
３
）
て
、
─　　─
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
四
）（
豊
田
）
（
　
　
　
）
3
四
七
八
四
七
八
る
事
情
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
Ａ
査
定
が
基
準
に
な
る
と
し
て
、
査
定
額
全
額
を
認
め
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。
Ｙ
上
告
、
複
数
の
論
旨
中
、
本
稿
で
関
心
の
あ
る
問
題
点
に
つ
い
て
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
す
る
。
　（
ⅰ
）　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
合
意
で
技
師
Ａ
に
託
さ
れ
た
機
能
は
、
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator
       
 
）
の
そ
れ
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｙ
社
は
、
定
款
九
条
に
お
い
て
、
技
師
Ａ
が
労
働
に
つ
い
て
証
明
し
た
範
囲
で
漸
次
的
に
株
券
を
Ｘ
に
支
払
う
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
、
右
技
師
の
任
命
と
解
雇
は
会
社
の
随
意
（W
illkür
 
  
  
）
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
、
会
社
は
指
示
に
従
わ
な
い
技
師
を
別
の
技
師
に
交
替
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
定
め
ら
れ
た
証
明
書
は
技
師
と
会
社
の
事
前
の
通
信
結
果
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
合
意
に
お
い
て
は
、
Ａ
は
、「
そ
の
査
定
が
被
告
Ｙ
の
義
務
の
程
度
に
つ
い
て
確
定
す
る
人
物
」
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｙ
は
、
契
約
当
事
者
の
契
約
意
思
の
未
確
定
部
分
に
つ
い
て
補
充
を
行
う
の
で
は
な
く
、
単
に
特
定
の
限
ら
れ
た
給
付
の
価
値
を
査
定
な
い
し
見
積
る
方
法
に
よ
っ
て
確
定
を
す
る
人
物
は
、
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator
       
 
）
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
確
か
で
な
い
。
ま
さ
に
「
単
な
る
評
価
ま
た
は
査
定
を
す
る
」
の
は
、
主
と
し
て
「
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator
       
 
）」
で
あ
る
。
判
旨
は
こ
こ
で
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
５
】
一
八
七
一
年
判
決
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
一
六
頁
参
照
）、【
９
】
一
八
七
二
年
判
決
（
同
号
九
二
八
頁
参
照
）、【
２
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
一
八
五
四
年
二
月
七
日
判
決
（
同
巻
一
号
一
七
頁
参
照
）、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
一
一
章
四
八
条
（
法
文
は
同
巻
一
号
一
六
頁
以
下
参
照
）、
お
よ
び
学
説
（
グ
リ
ュ
ッ
ク
、
ホ
ル
ツ
シ
ュ
ラ
ー
）
を
引
用
す
る
。
Ｙ
の
考
え
る
反
対
命
題
（G
egensatz
 
       
）
は
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
。
給
付
ま
た
は
物
の
価
格
が
第
三
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
た
場
合
、
ま
さ
し
く
契
約
意
思
の
重
要
部
分
は
確
定
し
て
い
な
い
。
第
三
者
に
と
っ
て
、
そ
の
任
務
が
、
一
般
的
な
査
定
原
則
を
特
定
の
給
付
ま
た
は
物
に
適
用
し
て
瑕
疵
を
調
査
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
以
外
に
も
、
査
定
中
に
含
ま
れ
る
給
付
の
範
囲
を
自
身
で
確
定
す
る
こ
と
ま
で
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
は
、
概
念
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
。
決
定
的
な
こ
と
は
、「
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator
       
 
）
の
場
合
、
評
価
の
点
に
関
し
て
、
契
約
当
事
者
の
意
思
に
代
わ
り
第
三
者
の
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
4
四
七
七
四
七
七
意
思
が
現
れ
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
単
な
る
鑑
定
人
」、
つ
ま
り
、
そ
の
鑑
定
は
、
当
事
者
が
訴
訟
に
対
し
て
基
準
的
価
値
と
考
え
て
い
る
事
柄
の
証
拠
を
提
示
す
る
鑑
定
人
と
は
異
な
る
。「
第
三
者
が
意
図
し
た
こ
と
を
、
契
約
当
事
者
は
当
該
の
点
に
関
し
て
合
意
し
た
」
の
で
あ
り
、
特
定
の
査
定
原
則
に
よ
っ
て
何
か
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
当
事
者
が
、
自
身
の
意
思
に
つ
き
特
定
の
原
則
を
第
三
者
に
指
図
す
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
。
　（
ⅱ
）　
判
旨
は
さ
ら
に
、
控
訴
審
の
判
断
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
なarbitrium
 
     
 
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（A
.L.R.
 
     
）
第
一
章
第
一
一
部
四
八
条
お
よ
び
四
九
条
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
原
則
に
よ
れ
ば
、
詐
欺
ま
た
は
、
控
訴
審
裁
判
官
が
考
え
る
よ
う
に
、arbitrator
 
      
  
の
自
由
な
意
思
の
確
定
を
妨
げ
る
そ
の
他
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
の
み
取
り
消
し
う
る
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
同
意
で
き
な
い
と
す
る
。
四
八
条
お
よ
び
四
九
条
に
お
い
て
売
買
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
売
買
価
格
に
つ
い
て
の
第
三
者
の
判
断
を
、「
自
由
仲
裁
（arbitrium
m
erum
      
 
 
    
）」
と
性
質
決
定
す
る
こ
と
は
認
め
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
特
別
規
定
か
ら
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
よ
る
と
、
あ
ら
ゆ
るarbitrium
 
     
 
は
自
由
仲
裁
（arbitrium
m
erum
      
 
 
    
）
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
般
的
原
則
を
導
く
こ
と
は
で
き
な 
右
四
八
条
・
四
九
条
が
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
法
源
（l.15
C
od.de
cotrah.em
t.IV,38
     
   
     
   
 
    
   
）
に
定
め
ら
れ
たarbitrium
 
     
 
 
も
、
自
由
仲
裁
（arbitrium
m
erum
      
 
  
    
）
と
解
さ
れ
て
い
る
（
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ア
ル
ン
ド
ゥ
ツ
、
ホ
ル
ツ
シ
ュ
ハ
ー
、
ド
ー
ネ
ラ
ス
の
文
献
を
引
用
）。
し
か
し
右
規
定
を
除
く
と
、
法
源
に
よ
っ
て
も
、
第
三
者
のarbitrium
 
     
 
を
「
純
粋
な
（reines
   
  
）arbitrium
       
 
」
と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
、
重
大
な
不
公
正
（propter
m
agnam
im
probitatem
     
  
     
  
       
 
）
を
理
由
に
し
て
裁
判
官
の
修
正
に
服
す
る
「
公
平
な
裁
量
の
そ
れ
」
と
考
え
る
か
は
、「
具
体
的
な
事
件
に
お
け
る
判
断
事
項
」
で
あ
る
。
契
約
当
事
者
の
一
方
に
よ
るarbitrium
 
     
 
に
限
ら
ず
、
善
意
（
誠
意
）
の
行
為
の
場
合
（beinegotiis
bona
fidei
         
 
     
  
）
に
も
、
疑
わ
し
い
ケ
ー
ス
で
は
後
者
（
公
平
な
裁
量
に
よ
るarbitrium
 
     
 
）
と
考
え
ら
れ
る
（
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
三
月
二
日
判
決R
O
H
G
16,S.427ff.
 
 
 
 
      
    
を
引
用
）。
判
旨
は
法
源
（l.76
D
.pro
socio,17,2;l.30
D
.D
e
o
     
 
       
 
          
 
   peris
    
 
（
４
）
い
。
─　　─
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
四
）（
豊
田
）
（
　
　
　
）
5
四
七
六
四
七
六
libert.,38,1
       
   
）
お
よ
び
学
説
（
シ
ェ
ッ
ぺ
、
ケ
ラ
ー
、
ベ
ニ
ン
グ
・
ユ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ム
、
ア
ル
ン
ド
ゥ
ツ
ゥ
、
ズ
ィ
ン
テ
ニ
イ
ス
の
文
献
）
を
引
用
し
て
い
る
。
　（
ⅲ
）　
判
旨
は
、
さ
ら
に
つ
づ
け
て
、
ド
イ
ツ
の
新
し
い
法
案
は
、
第
三
者
のarbitrium
 
     
 
 
を
公
平
な
裁
量
に
よ
る
も
の
、
し
た
が
っ
て
明
ら
か
な
不
公
平
を
理
由
に
し
て
裁
判
官
が
修
正
し
う
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
（
バ
イ
エ
ル
ン
民
法
典
第
二
編
三
一
条
ａ
六
一
頁
、
連
邦
国
家
の
た
め
の
債
務
関
係
に
関
す
る
法
案
九
条
・
三
四
条
以
下
・
五
六
条
一
二
六
頁
）。
他
方
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
第
一
編
第
五
章
七
二
条
・
七
三
条
は
第
三
者
の
判
断
の
性
質
に
つ
い
て
詳
細
に
定
め
て
な 
四
八
条
・
四
九
条
は
特
別
なarbitrium
 
     
 
を
自
由
仲
裁
（arbitrium
      
 
 
m
erum
 
    
）
と
性
質
決
定
し
て
い
る
）
が
、
こ
れ
ら
以
外
のarbitrium
 
     
 
の
事
案
に
つ
い
て
、
普
通
法
学
説
が
一
般
的
に
考
え
て
い
た
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium
boniviri
      
 
 
     
 
）
の
推
定
か
ら
乖
離
し
よ
う
と
す
る
意
図
で
あ
っ
た
か
は
、
疑
問
で
あ
る
（
と
り
わ
け
、
確
定
さ
れ
て
い
な
い
合
意
部
分
は
公
平
な
裁
量
の
観
点
か
ら
補
充
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
原
則
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
現
れ
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
二
三
〇
条
・
二
六
〇
条
・
二
六
七
条
、
第
一
一
章
八
七
一
条
・
八
七
三 
ス
ト
ゥ
ル
ー
ベ
ン
を
引
用
）
と
し
た
う
え
で
、
し
か
し
本
件
に
お
い
て
は
、「
事
案
の
特
別
な
状
況
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
合
意
さ
れ
たarbitrium
 
     
 
は
契
約
当
事
者
の
意
思
か
ら
み
て
、
何
ら
か
の
不
公
平
を
理
由
と
す
る
（
裁
判
官
の
）
修
正
は
で
き
な
い
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
と
し
て
、
右
問
題
に
つ
き
裁
判
所
は
判
断
を
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
　（
ⅳ
）　
判
旨
は
、
今
日
の
法
に
と
っ
て
、
義
務
の
範
囲
が
未
確
定
と
い
う
理
由
か
ら
、
第
三
者
の
純
粋
な
自
由
裁
量
（reine
G
utbefinden
   
  
  
      
）
の
合
意
（
公
平
な
観
点
か
ら
の
修
正
は
行
わ
れ
な
い
）
の
有
効
性
を
認
め
な
い
見
解
が
あ
る
（
ズ
ィ
ン
テ
ン
ス
、
ホ
ル
ツ
ズ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
、
債
務
法
草
案
第
一
編
一
二
六
頁
）。
し
か
し
判
旨
は
、
本
件
に
お
い
て
、
鉄
道
建
設
工
事
全
体
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
株
式
資
本
（A
ctiencapital
 
          
）
に
よ
り
給
付
範
囲
の
限
界
線
は
存
在
し
、
ま
っ
た
く
抽
象
的
で
あ
る
と
い
う
疑
問
は
な
い
と
し
て
、
右
見
解
が
正
当
か
は
未
定
に
し
て
よ
い
、
（
５
）
く
、
（
６
）
条
、
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
6
四
七
五
四
七
五
そ
の
客
観
的
な
限
界
線
の
枠
内
で
、
第
三
者
が
相
当
と
し
た
株
式
資
本
を
、
異
議
を
留
め
ず
に
給
付
す
る
旨
の
合
意
は
何
ら
妨
げ
ら
れ
な
い
、
今
日
の
普
通
法
に
よ
っ
て
も
、
自
由
仲
裁
（arbitrium
m
erum
      
 
  
    
）
の
適
法
性
に
つ
い
て
一
般
的
に
疑
い
は
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
、
と
判
示
す
る
（
前
掲
の
文
献
、
ウ
イ
ン
ド
シ
ャ
イ 
ロ
ー
マ
法
源
（l.76
D
.pro
socio
17,2.
    
 
   
   
 
    
）
を
引
用
）。
　
発
行
さ
れ
た
証
明
書
に
従
っ
て
株
式
資
本
全
部
を
即
時
に
交
付
す
る
義
務
は
、
異
議
を
留
め
ず
に
交
付
す
べ
き
義
務
と
同
義
で
あ
る
。
特
に
合
意
中
で
、「
契
約
当
事
者
双
方
を
区
別
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
」
点
が
決
定
的
で
あ
る
。
技
師
Ａ
だ
け
が
異
議
を
申
し
立
て
る
権
限
を
有
し
、
そ
の
後
の
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
技
師
Ａ
の
受
諾
し
た
金
額
の
支
払
い
を
会
社
が
拒
否
す
る
の
は
、
義
務
の
履
行
の
拒
絶
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
強
制
の
た
め
に
仲
裁
手
続
は
必
要
な
い
。
判
旨
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
合
意
は
、
合
意
中
で
ま
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
査
定
原
則
に
つ
い
て
の
判
断
も
技
師
の
裁
量
に
委
ね
た
も
の
で
あ
り
、
技
師
の
証
明
書
は
合
意
中
に
定
め
ら
れ
た
権
限
の
限
定
を
守
っ
て
い
る
と
す
る
原
審
の
判
断
に
従
う
、
と
す
る
。
　
右
判
旨
は
、
①
Ｘ
お
よ
び
Ｙ
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
合
意
に
よ
っ
て
技
師
Ａ
に
委
ね
た
査
定
ま
た
は
評
価
の
内
容
、
つ
ま
り
、
請
負
工
事
債
権
の
譲
渡
に
伴
い
Ｙ
が
給
付
す
べ
き
義
務
の
程
度
（
補
償
額
）
を
確
定
す
る
と
い
う
任
務
か
ら
、
Ａ
を
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator
       
 
）
と
み
な
し
て
い
る
。
査
定
原
則
を
確
定
す
る
判
断
も
、
そ
の
裁
量
に
含
ま
れ
る
と
す
る
。
そ
の
際
に
右
判
旨
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
と
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
先
例
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、（
ア
）
補
償
額
の
査
定
（【
２
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
一
八
五
四
年
判
決
）、（
イ
）
ヒ
ョ
ウ
災
害
に
よ
る
減
収
額
の
確
定
（
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
【
５
】
一
八
七
一
年
判
決
）、
③
海
難
救
助
料
の
確
定
（
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
【
９
】
一
八
七
二
年
判
決
）
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
、【
２
】
判
決
お
よ
び
【
５
】
判
決
は
そ
れ
ぞ
れ
、
第
三
者
は
、
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
仲
裁
人
で
は
な
く
、
評
価
ま
た
は
査
定
を
行
っ
て
契
約
を
補
充
す
る
任
務
を
有
す
る
仲
裁
鑑
定
人
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
（
７
）
ド
、
─　　─
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
四
）（
豊
田
）
（
　
　
　
）
7
四
七
四
四
七
四
【
９
】
判
決
は
そ
れ
を
仲
裁
合
意
、
し
た
が
っ
て
仲
裁
人
の
判
断
と
解
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
普
通
法
と
は
異
な
り
ブ
レ
ー
メ
ン
法
の
適
用
事
件
で
あ
っ
た
た
め
に
上
訴
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
判
決
も
普
通
法
に
関
し
て
は
【
５
】
判
決
と
同
旨
を
述
べ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
右
判
旨
は
、
こ
れ
ら
先
例
に
従
っ
て
、
技
師
Ａ
の
任
務
内
容
か
ら
仲
裁
鑑
定
人
と
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仲
裁
鑑
定
人
の
評
価
は
、
「
契
約
当
事
者
の
意
思
に
代
わ
」
る
も
の
と
判
示
し
て
い
る
点
で
、
そ
の
任
務
は
契
約
の
補
充
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
②
判
旨
は
つ
づ
け
て
、（
ア
）
普
通
法
学
説
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
五
章
四
八
条
・
四
九
条
は
売
買
価
格
に
関
し
て
第
三
者
の
「
自
由
仲
裁
」
を
定
め
て
い
る
と
認
め
て
い
る
（
ロ
ー
マ
法
源
（l.15
C
od.de
cotrah.em
t.IV,38.
     
   
     
   
 
    
    
し
か
し
、
批
判
説
も
あ
る
））、
（
イ
）
た
だ
し
、
右
特
別
規
定
か
ら
す
べ
て
のarbitrium
 
     
 
を
自
由
仲
裁
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
純
粋
な
（reines
   
  
）
仲
裁
鑑
定
か
、
そ
れ
と
も
公
平
な
裁
量
に
よ
る
裁
断
か
は
、
事
件
毎
の
判
断
事
項
と
す
る
。（
ウ
）
そ
し
て
、
当
事
者
の
意
思
が
疑
わ
し
い
と
き
は
、
公
平
な
裁
量
に
よ
る
裁
断
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
ウ
イ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
説
も
（
イ
）
お
よ
び
（
ウ
）
に
つ
い
て
は
、
同
旨
を
述
べ
て
い
る
（
後
掲
注
（
７
）
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
た
っ
て
、
判
旨
は
、
本
件
合
意
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
合
意
）
は
、
査
定
原
則
の
確
定
お
よ
び
Ｙ
の
給
付
義
務
に
つ
い
て
の
証
明
書
の
発
行
を
技
師
Ａ
の
裁
量
に
委
ね
、
Ｙ
は
そ
れ
に
異
議
な
く
従
う
趣
旨
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
「
自
由
仲
裁
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
が
第
三
者
の
自
由
仲
裁
に
つ
い
て
論
じ
た
と
き
に
、
引
用
し
た
の
は
右
【
　
】
七
五
年
判
決
で
あ 
１６
　
３
　
と
こ
ろ
で
【
　
】
七
五
年
判
決
は
、
判
旨
（
ⅱ
）
部
分
で
当
事
者
の
意
思
が
疑
わ
し
い
場
合
の
解
釈
基
準
を
述
べ
る
際
に
、
そ
の
三
か
１６
月
前
に
な
さ
れ
た
【
　
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
三
月
二
日
判
決
（RO
H
G
E
16,S.427ff.;SeuffB
d.35,N
r.
  
 
 
 
      
           
  
   
  237   
）
を
引
用
１７
す
る
。
こ
の
判
決
は
、
毛
織
物
製
造
業
者
の
組
合
に
対
し
、
非
組
合
員
で
あ
る
相
続
人
が
、
被
相
続
人
が
当
該
組
合
か
ら
脱
退
し
た
際
の
退
職
（
８
）
る
。
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
8
四
七
三
四
七
三
賠
償
金
を
訴
求
し
た
事
件
で
判
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
組
合
契
約
（Societätsvertrag
    
 
 
       
）
に
は
、
被
相
続
人
死
亡
後
の
退
職
金
（A
bfindung
 
       
）
の
算
定
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い 
　（
ⅰ
）　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
は
、
補
充
的
な
法
律
規
定
お
よ
び
そ
の
種
の
ケ
ー
ス
に
定
め
ら
れ
た
裁
判
手
続
の
原
則
を
排
除
し
た
う
え
で
、
当
事
者
（paciscenten
    
    
 
）
が
意
図
的
に
十
分
確
定
し
て
い
な
い
非
常
に
重
要
部
分
に
関
す
る
事
後
的
な
確
定
を
、
善
き
人
（gute
M
anner
   
 
     
）
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
契
約
当
事
者
の
心
で
行
う
旨
の
合
意
は
、
地
域
の
取
引
需
要
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
右
合
意
の
意
義
は
、
原
則
と
し
て
仲
裁
人
の
判
断
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
①
判
旨
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
事
者
の
意
思
は
、
意
図
的
に
不
完
全
に
し
て
い
る
確
定
を
補
充
的
に
完
全
な
も
の
に
す
る
と
い
う
も
の
で
、
契
約
内
容
に
つ
い
て
の
争
い
を
裁
判
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
際
に
判
旨
は
、
前
掲
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
先
例
（【
５
】
七
一
年
判
決
、【
９
】
七
二
年
判
決
）、
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
最
高
法
院
の
先
例
（【
１
】
四
四
年
判
決
、【
２
】
五
四
年
判
決
）
な 
引
用
す
る
。
②
判
旨
は
ま
た
、
契
約
当
事
者
の
意
図
は
、
合
意
の
存
続
が
事
後
的
な
確
定
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
、
真
実
の
条
件
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
、
実
定
法
規
に
定
め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
契
約
当
事
者
の
意
思
に
従
っ
て
、
必
要
な
場
合
に
は
裁
判
官
の
裁
量
（A
rbitrirung
 
     
   
）
が
補
充
的
に
加
わ
る
、
特
に
商
取
引
で
は
そ
う
し
た
明
確
な
意
思
が
基
準
に
な
る
（
商
法
典
二
七
八
条
・
二
七
九
条
）、
と
す
る
。
③
さ
ら
に
判
旨
は
、
必
ず
し
も
事
後
的
な
確
定
を
第
三
者
に
委
ね
る
必
要
は
な
く
、
共
同
契
約
者
（M
itcotrahenten
 
    
     
 
）
の
一
人
に
契
約
上
そ
う
し
た
権
限
を
認
め
る
こ
と
は
一
般
的
に
許
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
者
が
そ
の
誠
実
さ
と
良
心
を
信
頼
し
て
い
る
点
に
、
合
意
ま
た
は
法
律
に
よ
る
保
障
に
代
わ
る
十
分
な
正
当
化
の
根
拠
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
重
大
な
信
頼
の
濫
用
が
阻
止
さ
れ
る
限
り
、
処
分
権
者
を
そ
の
思
慮
な
き
行
為
（U
nbesonnenheit
 
            
）
の
結
果
か
ら
保
護
す
る
理
由
は
な
い
と
す
る
。
　（
ⅱ
）　
判
旨
は
ま
た
、
売
買
や
用
益
賃
貸
借
の
目
的
物
・
価
格
な
ど
、
そ
の
性
質
上
、
法
律
の
規
定
に
よ
る
補
充
が
で
き
な
い
重
要
な
契
約
（
９
）
た
。
（
）
１０ど
を
─　　─
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
四
）（
豊
田
）
（
　
　
　
）
9
四
七
二
四
七
二
上
の
定
め
を
契
約
当
事
者
の
一
方
の
裁
量
に
有
効
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
疑
問
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
普
通
法
の
法
源
は
そ
う
し
た
合
意
の
適
法
性
に
疑
問
を
も
っ
て
い
な
い
、
と
す
る
（
ロ
ー
マ
法
源
の
引 
①
判
旨
に
よ
る
と
、
多
く
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
契
約
当
事
者
の
一
方
の
公
平
な
裁
量
が
義
務
の
範
囲
、
む
し
ろ
義
務
の
存
在
に
と
っ
て
決
定
的
な
内
容
の
合
意
は
、
有
効
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
て
い
る
（
ロ
ー
マ
法
源
の
引 
②
た
だ
し
、
合
意
か
ら
、
契
約
当
事
者
の
随
意
が
決
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
公
平
な
裁
量
で
あ
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
限
り
、
解
釈
に
よ
っ
て
後
者
の
意
味
で
契
約
を
維
持
す
る
と
い
う
一
般
的
な
原
則
が
承
認
さ
れ
て
い
る
（
ロ
ー
マ
法
源
の
引 
 
③
そ
の
よ
う
な
公
平
な
裁
量
、
善
き
人
の
裁
断
（boniviriarbitrium
      
       
 
）
は
、
客
観
的
な
も
の
、
し
た
が
っ
て
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
必
要
な
場
合
に
そ
の
修
正
に
服
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
不
公
平
な
確
定
は
裁
判
官
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
、
と
い
う
一
般
的
な
法
原
則
が
た
て
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
。
　（
ⅲ
）　
判
旨
は
こ
れ
に
続
け
て
、
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
イ
セ
ン
法
で
は
そ
の
よ
う
な
規
定
が
欠
け
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
①
む
し
ろ
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
よ
る
と
、
そ
の
対
象
が
ま
っ
た
く
確
定
で
き
な
い
、
ま
た
は
、
そ
の
確
定
・
履
行
が
義
務
者
の
「
随
意
」
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
契
約
は
、
拘
束
力
が
な
い
（
同
法
第
一
編
第
五
章
七
一
条
）。
②
ま
た
解
除
条
件
が
、
意
思
表
示
を
し
た
者
ま
た
は
そ
れ
に
よ
り
義
務
を
負
う
者
が
ま
っ
た
く
確
定
さ
れ
て
い
な
い
随
意
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
意
思
表
示
自
体
は
ま
っ
た
く
法
的
効
果
を
も
た
な
い
（
同
法
同
編
第
四
章
一
〇
八
条
）。
③
さ
ら
に
履
行
が
可
能
性
ま
た
は
場
所
に
つ
い
て
未
確
定
の
表
現
で
約
束
さ
れ
て
お
り
、
履
行
時
期
を
義
務
者
の
随
意
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
限
り
、
裁
判
官
の
確
定
が
行
わ
れ
る
（
同
法
同
編
第
五
章
二
三
六
条
）。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
、
判
旨
は
、
④
そ
れ
ゆ
え
に
理
論
や
実
務
で
は
、
契
約
当
事
者
の
一
方
の
「
公
平
な
裁
量
」
が
詳
細
な
定
め
の
な
い
義
務
の
範
囲
を
決
す
る
と
い
う
趣
旨
の
契
約
は
有
効
と
み
な
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
。
　（
ⅳ
）　
最
後
に
判
旨
は
、
こ
の
事
件
の
解
決
と
し
て
、
①
Ｘ
の
申
立
て
を
認
容
し
た
控
訴
審
判
決
は
、
組
合
契
約
上
の
合
意
は
プ
ロ
イ
セ
ン
（
）
１１用
）。
（
）
１２用
）。
（
）
１３用
）。
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＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
10
四
七
一
四
七
一
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
七
一
条
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
、
②
し
か
し
、
控
訴
審
裁
判
官
は
、
償
還
す
べ
き
持
分
権
の
算
定
の
原
則
に
つ
き
、
組
合
員
の
随
意
で
は
な
く
一
定
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
し
て
い
る
点
に
、
注
視
す
る
。
つ
ま
り
、
控
訴
審
裁
判
官
は
、
組
合
構
成
員
に
対
し
て
、
法
律
が
裁
判
所
の
「
価
格
査
定
人
」
に
課
し
て
い
る
の
と
同
じ
「
慎
重
さ
、
誠
実
さ
、
お
よ
び
中
立
性
」
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
し
て
、
判
旨
は
控
訴
審
判
決
を
正
当
と
し
て
維
持
し
て
い
る
。
　
右
判
旨
は
、
そ
の
（
ⅰ
）
①
部
分
で
、【
　
】
六
月
判
決
と
同
じ
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
最
高
法
院
の
判
例
を
引
用
１６
し
て
本
件
合
意
を
解
釈
し
て
お
り
、
契
約
を
補
充
す
る
仲
裁
鑑
定
人
像
を
本
件
組
合
契
約
の
構
成
員
に
認
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
判
旨
（
ⅰ
）
②
部
分
で
は
、
そ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
の
「
条
件
」
説
を
否
定
す
る
よ
う
な
判
示
に
も
解
さ
れ
る 
「
真
の
」
条
件
で
は
な
い
と
し
て
い
る
点
で
は
な
お
条
件
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
も
解
せ
よ
う
か
。
さ
ら
に
判
旨
（
ⅰ
）
③
部
分
で
は
、
契
約
の
事
後
的
確
定
を
第
三
者
で
は
な
く
、
共
同
契
約
者
の
一
人
に
委
ね
る
合
意
も
適
法
と
し
て
い
る
。
第
三
者
の
独
立
性
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
【
　
】
六
月
判
決
は
、
１６
Ｙ
社
の
技
師
Ａ
に
よ
る
判
断
の
事
案
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
旨
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
特
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
本
件
は
当
該
組
合
の
構
成
員
自
身
に
よ
る
確
定
の
事
案
で
あ
り
、
判
旨
は
特
に
こ
の
点
に
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
解
せ
よ
う
か
。
し
か
し
右
判
旨
は
ま
た
、
そ
れ
を
「
思
慮
な
き
行
為
」
と
批
判
的
な
評
価
を
加
え
た
う
え
で
、
そ
の
代
償
が
そ
の
者
の
「
誠
実
さ
と
良
心
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
自
由
仲
裁
を
「
特
定
の
」
人
物
に
よ
る
判
断
と
位
置
づ
け
る
学
説
と
の
親
近
性
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
場
合
の
判
断
基
準
の
確
定
も
個
別
的
事
案
で
の
判
断
と
し
て
、
当
事
者
の
意
思
が
疑
わ
し
い
と
き
は
、
一
方
の
契
約
当
事
者
に
よ
る
「
公
平
な
判
断
」
と
し
て
い
る
点
で
は
、【
　
】
六
月
判
決
と
同
旨
で
あ
る
。
１６
　
判
旨
は
、（
ⅱ
）
部
分
で
は
普
通
法
、（
ⅲ
）
部
分
で
は
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
そ
れ
ぞ
れ
扱
い
に
つ
い
て
判
示
し
て
い
る
。
普
通
法
に
関
し
て
は
、
（
）
１４が
、
─　　─
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
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）（
豊
田
）
（
　
　
　
）
11
四
七
〇
四
七
〇
ロ
ー
マ
法
源
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
の
検
討
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
プ
ロ
イ
セ
ン
法
に
よ
る
と
、
一
方
の
契
約
当
事
者
に
よ
る
「
随
意
」
の
確
定
は
許
さ
れ
な
い
が
、
学
説
や
判
例
は
「
公
平
」
な
確
定
を
許
容
す
る
と
指
摘
す
る
。
判
旨
は
、
最
後
の
（
ⅳ
）
判
示
部
分
に
お
い
て
、
こ
の
考
え
方
か
ら
原
判
決
を
維
持
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
　
４
　【
　
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
一
〇
月
一
八
日
判
決
（RO
H
G
E
18,S.258f.
  
 
 
 
 
  
 
   
）　
事
件
の
詳
細
は
、
判
旨
か
ら
明
ら
か
で
１８
な
い
。
被
告
Ｙ
社
の
主
張
に
よ
る
と
、
Ｙ
社
は
原
告
Ｘ
に
対
し
て
、
年
収
（pro
anno
    
   
）
一
二
〇
〇
タ
ー
レ
ル
で
事
務
所
の
ポ
ス
ト
を
与
え
る
、
同
社
の
期
待
通
り
に
仕
事
が
遂
行
で
き
た
と
き
は
、
一
五
〇
〇
タ
ー
レ
ル
ま
で
給
与
を
増
額
す
る
、
双
方
の
契
約
解
雇
の
期
間
は
三
か
月
と
す
る
旨
の
通
知
を
し
て
い
る
。
　（
ⅰ
）　
判
旨
は
、
右
文
言
か
ら
す
る
と
、
Ｙ
の
裁
量
に
よ
っ
て
、
Ｘ
の
職
務
遂
行
が
申
し
分
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
、
Ｙ
は
Ｘ
の
給
与
を
徐
々
に
一
五
〇
〇
タ
ー
レ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
趣
旨
の
約
束
を
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
。
右
約
束
は
義
務
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
、
単
な
る
見
込
み
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
添
付
の
約
定
は
、
商
法
典
に
よ
る
試
供
品
の
売
買
の
場
合
と
同
様
、
Ｙ
の
純
然
た
る
随
意
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
約
束
は
（
Ｙ
に
）
義
務
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　（
ⅱ
）　
ま
た
判
旨
は
、
Ｙ
は
随
意
で
は
な
く
、
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
、
Ｘ
の
職
務
遂
行
が
申
し
分
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
と
い
う
見
解
も
、
考
え
ら
れ
る
、
そ
の
場
合
に
、
Ｙ
の
受
諾
は
義
務
を
基
礎
づ
け
た
こ
と
に
な
る
が
、
本
件
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
見
解
は
相
当
で
な
い
と
す
る
。
判
旨
は
つ
ぎ
の
点
を
指
摘
す
る
。
①
す
で
に
「
約
束
の
文
言
」
が
、
そ
れ
に
反
対
す
る
。
Ｙ
の
主
張
す
る
よ
う
な
表
現
を
す
る
者
は
、
文
言
の
意
義
に
よ
る
と
、
被
雇
傭
者
の
職
務
遂
行
が
給
与
を
増
額
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
に
満
足
で
き
る
か
否
か
の
判
断
を
、
も
っ
ぱ
ら
、
自
己
の
感
情
外
に
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
客
観
的
な
基
準
を
排
除
し
た
個
人
的
な
裁
量
に
残
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
②
ま
た
Ｙ
の
─　　─
＜
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四
六
九
四
六
九
約
束
の
文
言
解
釈
に
よ
る
右
結
論
は
、
三
か
月
の
解
雇
期
間
の
合
意
に
よ
っ
て
基
本
的
に
支
持
さ
れ
る
。（
右
合
意
は
）、
非
常
に
短
期
間
に
関
係
を
解
消
す
る
権
能
を
、
Ｙ
と
同
様
、
Ｘ
に
も
付
与
し
た
も
の
で
、
右
権
能
と
並
び
、
Ｙ
が
法
的
な
義
務
を
引
き
受
け
る
意
思
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
非
常
に
小
さ
い
、
と
す
る
。
　
右
判
旨
に
つ
い
て
筆
者
の
理
解
は
な
お
十
分
で
は
な
い
が
、
当
事
者
間
の
雇
傭
契
約
に
基
づ
く
報
酬
額
の
増
額
に
つ
い
て
、
契
約
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
Ｙ
の
随
意
に
よ
る
裁
量
を
肯
定
し
た
が
、
法
律
上
の
義
務
ま
で
は
認
め
な
か
っ
た
事
例
と
解
せ
よ
う
か
。
同
様
に
雇
傭
契
約
上
の
合
意
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
は
つ
ぎ
の
事
件
で
は
自
由
仲
裁
の
合
意
を
認
め
て
い
な
い
。
　
５
　【
　
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
七
年
一
〇
月
一
三
日
判
決
（RO
H
G
E
23,S.81ff.
  
 
 
 
 
    
   
）　
原
告
Ｘ
は
被
告
Ｙ
社
に
属
す
る
ガ
ス
工
１９
場
の
管
理
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
六
年
三
月
一
九
日
、
雇
傭
契
約
は
雇
傭
期
間
を
五
年
間
延
伸
し
て
更
新
さ
れ
、
報
酬
額
は
一
二
〇
〇
（sl.
  
）
に
引
き
上
げ
る
、
さ
ら
に
Ｘ
は
契
約
期
間
の
終
了
時
に
Ｙ
の
株
式
を
額
面
相
場
で
受
け
取
る
旨
Ｙ
と
の
間
で
合
意
を
し
た
。
た
だ
し
、
「
管
理
委
員
会
（Verw
altungsrath
 
   
         
）
が
、
五
年
間
に
Ｘ
の
仕
事
に
満
足
し
た
場
合
は
」
と
い
う
文
言
が
右
合
意
に
付
さ
れ
て
い
た
。
Ｙ
は
、
L.R.S.
  
 
 
一
一
七
四
条
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
一
七
四
条
参
照
）
の
準
用
を
考
え
て
い
る
。
事
案
は
、
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
、
株
券
の
引
渡
し
を
求
め
て
提
起
し
た
訴
訟
で
あ
る
。
　（
ⅰ
）　
判
旨
は
、
Ｙ
の
主
張
は
理
由
が
な
い
と
す
る
。
株
券
の
配
当
は
、
も
っ
ぱ
ら
Ｙ
の
随
意
だ
け
に
か
か
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
条
件
付
き
の
売
買
に
つ
い
て
（「sires
placuerit
      
 
     
」）、
そ
れ
は
単
に
自
由
仲
裁
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
善
き
人
の
裁
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
右
見
解
は
、
本
件
の
よ
う
な
契
約
に
対
し
て
はL.R.S.
 
 
 
 
一
一
三
四
条
三
項
（§.3.
    
）
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
─　　─
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四
六
八
四
六
八
な
い
。
　（
ⅱ
）　
職
務
遂
行
に
対
す
る
報
酬
の
一
部
の
支
払
い
が
契
約
期
間
の
最
後
に
延
期
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
に
よ
り
雇
い
主
は
誠
実
な
職
務
遂
行
を
確
保
し
た
の
で
あ
り
、
被
雇
傭
者
は
雇
い
主
の
満
足
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
職
務
遂
行
に
専
念
し
よ
う
と
い
う
自
覚
や
決
心
が
強
い
ほ
ど
右
の
よ
う
な
報
酬
確
定
を
承
諾
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
Ｘ
は
、
明
ら
か
に
Ｙ
の
主
観
的
な
随
意
に
服
す
る
意
思
は
な
く
、
客
観
的
な
要
素
、
Ｘ
の
仕
事
は
申
し
分
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
服
す
る
」
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
そ
の
よ
う
な
約
束
は
、
争
い
が
あ
る
と
き
は
、
Ｙ
は
不
満
な
点
の
理
由
を
説
明
し
て
、
そ
の
た
め
の
事
実
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
裁
判
官
は
そ
の
相
当
性
に
つ
い
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
効
果
を
生
ず
る
。」
　
判
旨
は
、
雇
傭
契
約
に
お
い
て
報
酬
額
の
増
額
の
た
め
の
管
理
委
員
会
の
判
断
に
関
し
て
、
当
事
者
の
意
思
は
、
Ｙ
の
主
観
的
な
随
意
判
断
で
は
な
く
、「
客
観
的
な
要
素
」
を
考
慮
し
た
確
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
争
い
は
裁
判
官
に
委
ね
る
趣
旨
で
あ
る
と
指
摘
し
て
、「
自
由
仲
裁
」
の
合
意
を
認
め
て
い
な
い
。
　
さ
て
、
以
上
に
検
討
し
た
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
は
、
①
第
三
者
ま
た
は
一
方
契
約
当
事
者
の
随
意
に
よ
る
「
自
由
仲
裁
」
の
合
意
を
認
定
し
た
ケ
ー
ス
（【
　
】
七
五
年
六
月
一
日
判
決
、【
　
】
同
年
一
〇
月
一
八
日
判
決
）
と
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
１６
１８
（【
　
】
同
年
三
月
二
日
判
決
、【
　
】
七
七
年
一
〇
月
一
三
日
判
決
）
に
分
か
れ
る
。
②
七
五
年
の
【
　
】
六
月
判
決
お
よ
び
【
　
】
三
月
判
１７
１９
１６
１７
決
が
判
示
し
て
い
る
が
、
普
通
法
学
説
は
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
五
章
四
八
条
・
四
九
条
は
売
買
価
格
に
関
し
て
第
三
者
の
自
由
仲
裁
を
認
め
た
も
の
と
解
し
、
ロ
ー
マ
法
源
に
そ
の
起
源
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
い
う
自
由
仲
裁
は
、
契
約
補
充
型
の
仲
裁
鑑
定
人
像
が
─　　─
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六
七
四
六
七
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
自
由
仲
裁
は
第
三
者
だ
け
で
な
く
、
契
約
の
一
方
当
事
者
が
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
随
意
か
公
平
な
裁
量
か
は
、
事
件
毎
の
裁
判
所
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
、
当
事
者
の
意
思
が
疑
わ
し
い
と
き
は
、
公
平
な
裁
量
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ 
両
者
の
違
い
は
出
訴
に
よ
り
裁
判
官
の
修
正
に
服
す
る
か
否
か
で
あ
り
、
公
平
な
裁
量
に
よ
る
裁
断
の
み
が
裁
判
官
の
修
正
に
服
す
る
。【
　
】
七
五
１７
年
三
月
判
決
は
、
契
約
の
一
方
当
事
者
に
よ
る
給
付
確
定
の
合
意
に
つ
い
て
、
普
通
法
と
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
扱
い
の
違
い
を
判
示
し
て
い
る
が
、
つ
ぎ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
は
、
契
約
の
一
方
当
事
者
に
よ
る
随
意
の
判
断
を
定
め
た
合
意
の
拘
束
力
に
つ
い
て
判
示
し
て
い
る
。
　
６
　【
　
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
一
八
七
五
年
一
月
八
日
判
決
（O
bT
rib
74,S.1ff.
 
    
 
    
 
 
） 
被
告
・
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
Ｙ
は
、
賃
貸
人
２０
Ｘ
と
の
間
で
、
一
八
六
六
年
九
月
二
六
日
付
け
の
書
面
に
よ
る
契
約
で
、
庭
園
を
含
む
複
数
の
建
築
用
地
を
一
八
六
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
八
七
二
年
ま
で
の
六
年
間
賃
借
り
す
る
こ
と
に
し
た
。
右
賃
貸
借
契
約
第
六
条
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
Ｙ
は
賃
借
地
に
お
い
て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
、
そ
の
た
め
に
建
築
物
の
改
築
を
行
う
。
Ｙ
は
、
改
築
建
物
を
契
約
解
消
時
に
存
置
す
る
義
務
を
負
い
、
Ｘ
は
自
己
の
裁
量
で
Ｙ
に
補
償
す
る
義
務
を
負
う
。
Ｙ
は
、
契
約
期
間
中
に
ホ
ー
ル
や
ポ
ー
チ
を
設
置
し
た
が
、
期
間
終
了
後
に
移
転
す
る
際
に
右
建
物
を
撤
去
し
、
資
材
を
保
有
し
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｘ
は
、
撤
去
時
の
建
物
の
価
値
は
四
三
〇
タ
ー
レ
ル
（Thlrn.
   
  
）、
裁
量
で
定
め
た
補
償
額
五
〇
タ
ー
レ
ル
を
控
除
し
て
三
八
〇
タ
ー
レ
ル
を
Ｙ
に
請
求
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
第
一
審
、
控
訴
審
と
も
Ｘ
の
請
求
棄
却
、
Ｘ
の
無
効
抗
告
は
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
に
よ
り
棄
却
さ
れ
た
。
　（
ⅰ
）　
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
の
判
旨
に
よ
る
と
、
控
訴
審
裁
判
官
は
、
賃
貸
借
契
約
六
条
中
の
合
意
を
、
Ｙ
は
撤
去
に
当
た
り
Ｘ
に
一
定
の
建
物
を
売
買
に
よ
り
存
置
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
趣
旨
の
、
独
自
の
副
次
的
合
意
と
み
な
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
無
効
抗
告
に
よ
っ
て
不
服
申
し
立
て
は
で
き
な
い
、
と
す
る
。
六
条
は
主
た
る
契
約
・
賃
貸
借
契
約
と
は
独
立
し
た
副
次
的
契
約
で
あ
る
と
解
し
た
場
合
、
こ
の
（
）
１５る
。
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六
四
六
六
契
約
も
契
約
の
総
則
規
定
に
よ
っ
て
判
断
し
、
そ
の
要
件
に
合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｙ
が
Ｘ
に
存
置
す
べ
き
目
的
物
は
、
十
分
に
特
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
無
償
で
は
な
く
、
Ｘ
は
そ
の
建
物
に
対
し
特
別
に
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
償
額
、
す
な
わ
ち
、
売
買
に
よ
っ
て
存
置
さ
れ
る
目
的
物
の
価
格
は
、
義
務
者
で
あ
る
Ｘ
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
補
償
額
は
完
全
に
義
務
者
の
随
意
に
か
か
っ
て
い
る
、
そ
の
確
定
は
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
制
限
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
実
上
の
要
件
の
も
と
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
七
一
条
が
適
用
さ
れ
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
そ
の
目
的
物
が
未
確
定
の
契
約
、
ま
た
は
、
そ
の
確
定
な
い
し
履
行
が
義
務
者
の
随
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
契
約
は
、
拘
束
力
が
な
い
。
　（
ⅱ
）　
控
訴
審
裁
判
官
は
、
ま
た
、
一
定
の
目
的
物
の
売
買
に
よ
る
存
置
が
当
事
者
間
で
合
意
さ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
四
七
条
を
指
示
し
て
い
る
。
同
条
に
よ
る
と
、
売
買
価
格
そ
れ
自
体
ま
た
は
将
来
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
然
る
べ
く
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。
無
効
抗
告
は
、
Ｙ
が
六
条
に
よ
り
補
償
を
求
め
る
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
補
償
の
額
が
賃
貸
借
契
約
の
締
結
の
際
に
、
概
括
的
な
金
額
で
は
な
い
に
し
て
も
、
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
鑑
定
人
の
鑑
定
、
消
耗
費
用
を
考
慮
し
て
出
費
、
ま
た
は
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
旨
な
ぜ
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
Ｘ
の
主
張
す
る
補
償
額
を
も
っ
ぱ
ら
自
身
の
裁
量
だ
け
で
定
め
る
と
い
う
権
利
は
、
契
約
の
本
質
と
合
致
し
な
い
ほ
ど
に
限
定
さ
れ
て
な
く
、
随
意
的
な
も
の
で
あ
る
。
Ｙ
が
こ
の
際
に
Ｘ
の
随
意
を
認
容
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
Ｘ
の
主
張
す
る
請
求
権
か
ら
明
ら
か
に
な
る
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｘ
は
、
撤
退
時
の
建
築
物
の
価
格
を
四
三
〇
タ
ー
レ
ル
と
見
積
も
り
な
が
ら
、
Ｙ
に
対
し
五
〇
タ
ー
レ
ル
の
補
償
額
し
か
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
Ｘ
の
引
用
す
る
当
裁
判
所
第
四
部
の
一
八
六
五
年
六
月
一
三
日
判
決
は
、
異
な
っ
た
要
件
事
実
を
基
礎
に
お
い
て
い
る
。
　（
ⅲ
）　
本
件
に
お
い
て
は
、
控
訴
審
裁
判
官
の
契
約
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
反
対
給
付
の
確
定
は
義
務
者
で
あ
る
Ｘ
の
随
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
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＜
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六
五
四
六
五
る
、
し
た
が
っ
て
、
賃
貸
借
契
約
六
条
中
の
合
意
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
裁
判
所
法
七
一
条
に
服
す
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
同
法
二
七
〇
条
は
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
契
約
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｘ
に
有
利
と
は
な
ら
な
い
。
両
規
定
の
違
反
に
基
づ
く
無
効
抗
告
は
、
理
由
が
な
い
、
と
す
る
。
　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
前
掲
【
　
】
七
五
年
三
月
判
決
が
同
旨
を
述
べ
て
い
る
が
（
前
掲
③
判
示
部
分
）、
右
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
１７
判
所
【
　
】
七
五
年
判
決
は
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
七
一
条
を
適
用
し
て
、
本
件
賃
貸
借
契
約
上
の
義
務
者
の
随
意
に
よ
る
補
償
額
の
確
２０
定
合
意
に
つ
い
て
、
そ
の
拘
束
力
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
契
約
の
本
質
に
反
す
る
合
意
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
７
　
最
後
に
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
自
由
仲
裁
に
関
す
る
判
例
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
前
掲
・
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
一
般
論
と
し
て
「
自
由
仲
裁
」
を
肯
定
し
て
い
る
（【
　
】
一
八
八
三
年
判
決
、【
　
】
一
八
八
四
年
判
決
、【
　
】
一
八
八
九
年
判
決
）。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
と
し
て
１１
１２
１５
は
、
つ
ぎ
の
二
件
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
ず
【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
〇
年
四
月
二
三
日
判
決
（RG
Z
1,S.338ff.
  
      
    
）
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
件
で
あ
る
。
原
告
Ｘ
女
の
２１
夫
Ａ
は
、
Ｘ
お
よ
び
五
人
の
子
を
残
し
て
死
去
（
一
八
七
三
年
二
月
）、
Ａ
お
よ
び
Ｘ
の
双
方
近
親
者
か
ら
な
る
親
族
会
は
、
遺
族
へ
の
援
助
が
相
当
で
あ
る
と
決
定
し
た
。
Ｘ
の
両
親
は
、
生
涯
に
わ
た
り
住
居
を
無
償
で
提
供
す
る
義
務
を
負
い
、
亡
夫
Ａ
の
五
人
の
親
族
は
普
通
法
に
従
っ
て
親
族
会
を
構
成
し
、
年
四
回
特
定
額
の
定
期
扶
養
料
を
支
払
う
義
務
を
負
う
、
Ｘ
は
生
命
保
険
料
を
親
族
会
の
管
理
に
委
ね
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
契
約
書
に
署
名
し
た
（
一
八
七
三
年
二
月
二
六
日
付
け
）。
こ
の
契
約
書
に
は
、
つ
ぎ
の
趣
旨
の
定
め
が
お
か
れ
て
い
た
。「
援
助
は
受
取
人
の
道
徳
的
な
態
度
、
お
よ
び
子
た
ち
の
良
好
な
教
育
に
か
か
っ
て
い
る
。
受
取
人
ま
た
は
就
業
能
力
を
得
た
子
た
ち
が
自
ら
一
家
を
─　　─
ド
イ
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六
四
四
六
四
扶
養
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
援
助
は
直
ち
に
中
止
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
親
族
会
が
判
断
す
る
。」。
一
八
七
四
年
末
か
ら
一
八
七
六
年
末
ま
で
、
援
助
金
は
支
払
わ
れ
た
が
、
一
八
七
七
年
二
月
一
五
日
、
親
族
会
は
、
Ｘ
が
援
助
の
条
件
を
守
っ
て
い
な
い
と
の
理
由
で
、
書
面
で
援
助
金
支
払
い
の
中
止
と
と
も
に
、
親
族
会
の
解
散
を
決
定
し
た
。
た
だ
し
、
親
族
会
の
構
成
員
の
一
人
は
出
席
せ
ず
、
書
面
で
決
定
に
賛
成
し
、
も
う
一
人
は
右
決
定
に
反
対
し
た
。
Ｘ
は
親
族
会
の
四
人
の
構
成
員
Ｙ
ら
に
対
し
て
、
滞
納
分
の
援
助
金
の
支
払
い
と
将
来
に
わ
た
る
継
続
的
給
付
に
つ
い
て
の
拘
束
力
の
あ
る
承
認
を
裁
判
所
に
訴
求
し
た
。
Ｙ
ら
は
契
約
に
よ
る
義
務
の
引
き
受
け
を
争
い
、
予
備
的
に
契
約
の
解
約
は
親
族
会
の
随
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
旨
を
主
張
し
た
。
　
第
一
審
は
、
中
止
決
定
の
日
ま
で
の
扶
養
料
の
支
払
い
を
Ｙ
ら
に
命
じ
、
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
第
一
審
は
、
証
書
に
よ
る
と
、
扶
養
料
の
継
続
的
承
認
は
、「
も
っ
ぱ
ら
親
族
会
の
事
前
の
中
止
決
定
に
服
」
し
、
親
族
会
は
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ウ
ル
を
排
し
た
自
由
な
裁
量
に
よ
っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「
過
去
」
の
扶
養
料
分
に
つ
い
て
は
、
義
務
者
が
契
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
が
、「
将
来
分
」
は
、
親
族
会
の
決
定
の
日
か
ら
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
と
し
た
。
Ｘ
控
訴
、
控
訴
審
は
第
一
審
判
決
を
維
持
し
た
が
、
Ｘ
の
上
告
に
基
づ
き
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
原
判
決
を
破
棄
し
た
。
Ｘ
の
抗
告
も
あ
る
が
（
認
容
）、
当
面
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
上
告
部
分
の
み
に
つ
い
て
以
下
に
検
討
す
る
。
　（
ⅰ
）　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
援
助
金
中
止
決
定
の
法
的
意
義
に
つ
い
て
、
控
訴
審
が
、
そ
の
「
継
続
的
な
認
可
は
義
務
者
の
随
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
考
え
て
い
る
限
り
で
、
そ
れ
を
誤
り
と
す
る
Ｘ
の
批
判
を
正
当
と
す
る
。
判
旨
に
よ
る
と
、
①
親
族
会
の
判
断
は
、「
契
約
の
精
神
お
よ
び
文
言
」
か
ら
み
て
、「
随
意
的
な
も
の
（w
ilkürliche
 
        
）」
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
「
特
定
の
、
か
つ
、
客
観
的
に
特
定
し
う
る
要
素
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
の
解
約
を
基
礎
づ
け
る
事
実
の
認
定
そ
れ
自
体
が
親
族
会
の
決
定
に
服
す
る
場
合
、
そ
の
決
定
に
対
し
て
、
扶
養
の
権
利
を
有
す
る
者
（A
lim
entationsberechtigten
 
  
   
             
 
）
は
「
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ
る
」
と
し
て
不
服
申
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立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
右
扶
養
の
権
利
者
は
、
主
張
さ
れ
た
事
実
は
真
実
で
な
い
と
証
明
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
そ
の
真
実
を
前
提
に
し
て
、
合
理
的
か
つ
公
平
な
裁
量
に
よ
れ
ば
親
族
会
の
判
断
は
正
当
化
で
き
な
い
と
証
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。
　
②
判
旨
は
、
そ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
、
Ｙ
が
、
契
約
を
解
約
す
る
事
情
が
あ
る
と
単
に
陳
述
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
十
分
と
い
え
な
い
、
と
す
る
。
Ｙ
は
、
親
族
会
が
、
将
来
に
向
け
た
扶
養
給
付
の
中
止
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
理
由
を
実
際
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
右
決
定
自
体
を
裁
判
官
の
事
後
審
査
に
服
さ
せ
る
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
中
止
決
定
の
理
由
の
存
在
お
よ
び
重
大
性
に
当
た
る
事
実
つ
い
て
、
証
拠
調
べ
を
経
た
う
え
で
裁
判
官
に
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
Ｘ
が
証
明
責
任
を
負
う
こ
と
は
、
争
い
の
あ
る
合
意
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
法
律
関
係
の
性
質
か
ら
導
か
れ
る
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
権
利
者
の
批
判
は
、
義
務
者
は
年
金
継
続
を
条
件
づ
け
る
関
係
に
つ
い
て
、
誠
実
か
つ
公
平
に
考
慮
し
て
い
る
と
い
う
信
頼
を
濫
用
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
の
み
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ロ
ー
マ
法
源
お
よ
び
先
例
の
引
用
（l.22§.1
D
ig.de
R.J
        
 
 
    
 .（50,70
     
）;l.30
pr.D
ig.de
oper.lib.
         
 
 
        
 （38,1
    
）;l.7
pr.D
ig.de
cotr.em
t.
         
 
 
     
 
 
  （18,1
    
）;l.3.C
od.de
     
   
  
dot.Prom
.
        
 
（5,11
    
）;l.6.7
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 （17,2
    
）.Seuffert,A
rchiv
fur
E
ntscheidung
          
    
  
   
  
    
   en
B
d.20
N
r.218;B
d.26
N
r.187;B
d.30
    
  
   
  
    
  
   
  
    
  
  
N
r.237;B
d.32
N
r.118;B
d.33
N
r.113.
 
  
    
  
  
  
    
  
  
  
   
）。
　（
ⅱ
）　
判
旨
は
、
①
一
八
七
七
年
二
月
一
五
日
付
け
の
親
族
会
の
中
止
決
定
を
、
明
ら
か
な
不
公
平
を
理
由
に
取
消
す
こ
と
は
、
一
八
七
三
年
二
月
二
五
日
付
け
の
証
書
が
、「
こ
の
証
書
は
す
べ
て
の
点
に
関
し
て
不
服
申
し
立
て
は
で
き
な
い
」
と
定
め
て
い
る
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
差
し
支
え
な
い
と
す
る
。
右
条
項
は
、
Ｙ
の
契
約
違
反
の
態
度
に
基
づ
く
出
訴
の
許
容
性
を
、
い
か
な
る
場
合
に
も
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
②
ま
た
Ｙ
の
弁
護
士
は
、
控
訴
審
判
決
は
契
約
の
中
止
は
「
義
務
者
の
随
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
の
事
実
上
の
考
慮
に
た
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
判
旨
は
こ
れ
も
正
当
で
な
い
と
す
る
。
事
情
か
ら
認
識
し
う
る
関
係
者
の
意
思
に
よ
っ
て
、
問
題
の
約
定
は
Ｙ
の
考
え
る
意
味
で
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
の
事
実
認
定
は
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
に
関
し
て
、
控
訴
審
判
決
に
含
ま
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れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
争
い
の
あ
る
条
件
（V
orbehalt
 
       
）
は
右
の
内
容
を
有
す
る
と
い
う
「
証
書
の
文
言
」
の
み
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
争
っ
て
い
る
当
事
者
間
で
合
意
が
成
立
し
た
場
合
に
、
Ｙ
の
履
行
は
、
自
由
思
想
や
道
徳
的
な
拘
束
力
で
は
な
く
、「
法
的
義
務
に
基
づ
い
た
」
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
告
裁
判
所
は
そ
の
法
見
解
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
契
約
の
解
約
要
件
の
発
生
に
つ
い
て
の
判
断
は
親
族
会
に
属
す
る
旨
の
定
め
が
な
い
場
合
、
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ウ
ル
の
問
題
が
発
生
す
る
余
地
は
な
く
、
む
し
ろ
、
一
定
の
事
象
の
発
生
と
と
も
に
終
了
す
る
他
の
あ
ら
ゆ
る
合
意
の
場
合
と
同
様
に
、
事
象
が
発
生
し
た
か
否
か
の
み
が
調
査
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
所
定
の
要
件
が
あ
る
と
き
に
、
契
約
の
中
止
に
つ
い
て
の
判
断
は
義
務
者
に
留
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
付
加
条
項
（Zusaß
     
）
こ
そ
が
、
右
問
題
を
契
約
関
係
の
な
か
に
持
ち
込
む
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
当
該
条
項
は
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
義
務
者
は
公
平
な
裁
量
に
従
っ
て
態
度
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
③
最
後
に
Ｙ
は
、
義
務
の
中
止
問
題
は
、
契
約
の
内
容
お
よ
び
存
続
と
そ
も
そ
も
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
が
、
判
旨
は
こ
れ
も
ま
た
正
当
で
な
い
と
す
る
。
問
題
の
合
意
を
決
定
の
条
件
（Resolutivbedingung
     
      
    
）
と
み
よ
う
と
し
た
場
合
、
そ
れ
が
発
生
し
た
と
き
に
、
契
約
は
す
べ
の
効
果
と
と
も
に
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
く
、
契
約
は
最
初
か
ら
締
結
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
契
約
は
扶
養
給
付
の
継
続
を
考
慮
し
て
中
止
さ
れ
る
、
他
方
で
、
す
で
に
理
由
の
あ
る
効
果
は
存
続
す
る
。
　（
ⅲ
）　
以
上
の
よ
う
に
判
示
し
た
う
え
で
、
判
旨
は
、
援
助
中
止
を
承
認
し
た
一
八
七
七
年
二
月
一
五
日
付
け
の
親
族
会
の
決
定
は
、
総
論
部
（allgem
ein
     
  
）
と
一
定
の
事
実
を
引
用
し
た
理
由
づ
け
部
分
か
ら
な
る
が
、
そ
の
う
ち
後
者
に
お
け
る
Ｘ
の
財
産
状
態
か
ら
し
た
理
由
づ
け
は
、
裁
判
官
の
評
価
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
不
十
分
と
解
し
た
原
判
決
の
判
断
に
賛
成
で
き
る
、
と
す
る
。
他
方
で
判
旨
は
、
前
者
の
点
は
、
第
一
審
で
事
後
的
に
な
さ
れ
た
理
由
づ
け
に
つ
い
て
さ
ら
に
証
拠
調
べ
を
要
す
る
と
し
て
、
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。
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ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
け
る
遺
族
に
対
す
る
扶
養
契
約
の
精
神
と
文
言
を
根
拠
に
、
親
族
会
の
判
断
は
随
意
的
な
判
断
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
客
観
的
に
確
定
し
う
る
要
素
に
基
づ
く
判
断
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
親
族
会
の
中
止
決
定
に
対
し
て
、
扶
養
権
利
者
で
あ
る
遺
族
は
明
ら
か
な
不
公
平
を
理
由
に
裁
判
所
に
不
服
申
立
て
が
で
き
る
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
判
旨
は
、
右
訴
訟
に
お
い
て
事
実
の
不
真
実
、
ま
た
は
、
中
止
決
定
の
不
当
性
に
つ
い
て
は
、
遺
族
が
証
明
を
要
す
る
旨
指
摘
す
る
。
な
お
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
判
旨
（
ⅰ
）
②
部
分
で
ロ
ー
マ
法
源
（l.22
§.1
D
ig.de
R
.J.
         
 
 
    
 （50,17
     
）;l.30
pr.D
ig.de
oper.lib.
         
 
 
        
 （38,1
    
）;l.7
pr.D
ig.de.contr.em
t.
       
 
 
  
   
 
 
  （18,1
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dot.prom
.
       
 （5,11
    
）;l.6.7
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 （17,2
    
））
お
よ
び
判 
引
用
し
て
い
る
が
、
一
部
の
判
例
（
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
前
掲
【
　
】
七
五
年
六
月
判
決
（SeuffA
rch
32,S.149,N
r.118
    
 
    
    
    
  
  
）
お
よ
び
【
　
】
七
五
年
三
月
判
決
（SeuffA
rch
30,S.340ff.,N
r.237
    
 
    
    
   
  
  
  
））
を
１６
１７
除
い
て
、
そ
の
検
討
は
で
き
な
か
っ
た
。
　
８
　
つ
ぎ
に
【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
八
年
一
〇
月
九
日
判
決
（RG
Z
21,S.188ff.
  
  
    
   
 
）
を
み
る
と
、
そ
の
事
案
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
２２
で
あ
る
。
Ｘ
男
・
Ａ
女
夫
婦
は
、
一
八
八
〇
年
六
月
二
七
日
に
遺
贈
契
約
を
締
結
し
、
生
存
者
で
あ
る
配
偶
者
が
先
に
亡
く
な
っ
た
配
偶
者
の
遺
産
上
に
終
生
に
わ
た
る
無
制
限
の
用
益
権
を
相
続
取
得
し
、
そ
の
用
益
権
を
自
由
に
処
分
し
、
か
つ
子
た
ち
の
相
続
分
も
確
定
で
き
る
旨
合
意
し
た
。
妻
Ａ
が
一
八
八
一
年
八
月
二
五
日
に
死
去
、
八
二
年
五
月
二
三
日
、
Ｘ
は
二
人
の
息
子
Ｙ
ら
と
の
間
で
相
続
財
産
の
譲
渡
・
分
割
契
約
（Ü
bergabe-und
E
rbschaftsauseinanderse
 
        
   
             
       tzungs=Vertrag
 
      
      
）
を
締
結
し
、
一
定
額
の
対
価
と
引
き
換
え
に
土
地
を
譲
渡
す
る
、
Ｘ
自
身
に
は
隠
居
分
（Leibzucht
   
     
）
を
、
三
人
の
娘
た
ち
に
は
Ｘ
の
死
亡
後
に
支
払
わ
れ
る
補
償
金
を
定
め
、
Ａ
の
用
益
権
に
対
す
る
子
た
ち
の
相
続
分
を
確
定
し
た
。
こ
の
契
約
は
、
一
八
八
四
年
三
月
一
一
日
付
け
の
契
約
で
、
被
告
Ｙ
に
関
し
て
変
更
が
加
え
ら
れ
、
Ｙ
は
Ｘ
に
一
八
八
四
年
一
〇
月
ま
で
一
万
二
六
〇
〇
マ
ル
ク
を
支
払
い
、
か
つ
、
一
人
の
娘
が
銀
行
か
ら
借
り
て
い
た
九
〇
〇
マ
ル
ク
を
自
身
の
債
務
と
し
て
引
き
（
）
１６例
を
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六
〇
受
け
て
、
そ
れ
を
支
払
う
旨
の
義
務
を
負
っ
た
。
Ｙ
が
右
義
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
、
Ｙ
が
同
女
の
債
務
の
免
除
を
命
ず
る
よ
う
に
訴
求
し
た
。
Ｙ
は
一
八
八
〇
年
六
月
二
七
日
付
け
の
前
記
遺
贈
契
約
の
有
効
性
を
争
い
、
Ｘ
に
は
右
債
務
免
除
を
訴
求
す
る
権
限
は
な
い
と
主
張
し
た
。
第
一
審
、
控
訴
審
と
も
Ｘ
の
請
求
認
容
、
Ｙ
の
上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。
　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
八
〇
年
の
夫
婦
間
の
契
約
は
「
遺
贈
契
約
」
で
あ
る
と
み
て
、
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
と
し
た
原
判
決
を
正
当
と
す
る
。
そ
し
て
右
契
約
中
で
、
残
さ
れ
た
夫
婦
の
一
方
が
、
先
に
亡
く
な
っ
た
者
の
相
続
財
産
に
対
す
る
子
た
ち
の
相
続
分
を
確
定
し
て
定
め
る
権
限
を
有
す
る
旨
の
定
め
は
、
法
律
に
違
反
し
な
い
と
す
る
。
遺
贈
契
約
に
よ
り
、
先
に
亡
く
な
っ
た
者
の
用
益
権
に
つ
い
て
「
随
意
に
よ
り
」
処
分
す
る
権
限
が
残
さ
れ
た
者
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
相
続
人
、
つ
ま
り
契
約
者
の
子
た
ち
の
間
で
、
そ
の
法
定
相
続
人
の
権
利
に
変
更
を
加
え
ず
、
遺
留
分
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
右
用
益
権
を
配
分
す
る
権
利
の
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
本
件
で
も
遺
贈
契
約
の
一
方
当
事
者
が
「
随
意
」
に
よ
っ
て
他
方
当
事
者
の
相
続
財
産
を
処
分
す
る
権
限
を
認
め
ず
、
遺
留
分
を
考
慮
し
て
法
定
相
続
人
間
で
配
分
す
る
権
利
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
遺
族
に
対
す
る
扶
養
契
約
（【
　
】
判
例
）
お
よ
び
夫
婦
間
の
遺
贈
契
約
（【
　
】
判
例
）
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
一
方
の
契
約
当
事
者
に
よ
る
「
自
由
仲
裁
」
の
合
意
を
２１
２２
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
両
事
件
と
も
、
自
由
仲
裁
に
関
す
る
判
旨
部
分
は
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
　
】
判
１６
例
に
比
べ
る
と
き
わ
め
て
簡
単
な
判
示
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
　
９
　
小
括
　
①
以
上
の
検
討
か
ら
、
普
通
法
学
説
は
ロ
ー
マ
法
源
や
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
を
根
拠
に
「
自
由
仲
裁
」
と
い
う
法
現
象
を
承
認
し
て
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い
た
。
し
か
し
若
干
の
判
例
の
概
観
で
は
あ
る
が
、
裁
判
実
務
に
お
い
て
「
自
由
仲
裁
」
の
合
意
が
認
定
さ
れ
ケ
ー
ス
は
多
く
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
、「
自
由
仲
裁
」
の
合
意
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
で
き
る
。
判
例
の
な
か
に
は
、
こ
れ
を
思
慮
な
き
行
為
と
い
う
消
極
的
と
も
い
え
る
評
価
も
み
ら
れ
る
（【
　
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
三
月
二
日
判
決
）。
１７
　
②
前
掲
判
例
で
問
題
に
な
っ
た
合
意
は
ほ
と
ん
ど
が
個
別
的
な
合
意
の
事
案
で
あ
り
、
約
款
な
い
し
定
型
契
約
上
の
合
意
は
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
後
者
は
、
毛
織
物
製
造
業
者
の
組
合
契
約
中
の
定
め
（【
　
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
三
月
判
決
）
の
み
で
あ
り
、
１７
他
の
合
意
は
い
ず
れ
も
前
者
で
あ
ろ
う
。
請
負
工
事
の
債
権
譲
渡
に
際
し
て
の
合
意
（【
　
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
六
月
判
１６
決
）、
雇
傭
契
約
上
の
増
額
報
酬
の
確
定
の
合
意
（【
　
】
同
裁
判
所
一
八
七
五
年
判
決
、【
　
】
同
裁
判
所
一
八
七
七
年
判
決
）、
賃
貸
借
契
約
１８
１９
上
の
契
約
解
約
時
の
補
償
額
確
定
の
合
意
（【
　
】）
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
一
八
七
五
年
判
決
）、
遺
族
へ
の
扶
養
契
約
上
の
親
族
会
に
２０
よ
る
援
助
金
支
給
中
止
決
定
の
合
意
（【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
〇
年
四
月
判
決
）、
遺
贈
契
約
上
の
相
続
分
の
確
定
合
意
（【
　
】
同
裁
２１
２２
判
所
同
年
一
〇
月
判
決
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ワ
イ
ズ
マ
ン
がarbitrator
 
      
 
の
活
動
分
野
と
し
て
あ
げ
て
い
る
ロ
ー
マ
法
源
の
適
用
例
と
も
重
な
っ
て
い 
　
交
　
当
時
の
学
説
の
議
論
　
１
　
自
由
仲
裁
に
つ
い
て
、
当
時
の
学
説
の
議
論
を
若
干
に
み
て
お
き
た
い
。
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
に
よ
る
と
、
自
由
仲
裁
（arbitrium
m
erum
      
 
 
    
）
と
善
き
人
の
裁
断
の
区
別
問
題
は
、
旧
ロ
ー
マ
法
や
普
通
法
の
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
第
三
者
の
自
由
な
随
意
に
よ
る
判
断
の
場
合
、
当
事
者
は
給
付
の
確
定
の
た
め
の
基
準
線
を
引
い
て
い
な
い
。
当
事
者
は
、
特
定
の
規
範
を
あ
え
て
指
示
す
る
必
要
の
な
い
ほ
ど
に
当
該
人
物
を
信
頼
し
て
い
る
。
通
常
は
、
第
三
者
の
確
定
が
当
事
者
の
法
律
関
係
に
と
っ
て
特
に
重
要
と
は
い
え
な
い
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
第
（
）
１７る
。
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三
者
は
完
全
に
自
由
で
あ
り
、
当
事
者
は
ま
さ
に
当
該
人
物
に
よ
る
判
断
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ 
と
説
く
。
　
２
　
エ
ケ
ル
ト
説
も
、
自
由
仲
裁
は
、
氏
名
の
特
定
さ
れ
た
第
三
者
が
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
判
断
は
純
然
た
る
主
観
的
な
意
見
に
基
づ
く
、
と
述
べ
て
い
る
。
①
エ
ケ
ル
ト
説
は
、
従
来
学
説
の
議
論
を
検
討
し
た
う
え
で
、
一
般
的
に
自
由
仲
裁
は
適
法
で
あ
る
と
解
す
る
。
た
だ
し
、
悪
意
な
態
度
に
よ
る
判
断
に
対
し
て
は
制
限
が
必
要
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
の
主
体
的
動
機
に
よ
る
判
断
は
無
制
限
の
権
力
者
に
よ
る
確
定
に
ほ
か
な
ら
ず
、
鑑
定
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
第
三
者
は
、
仲
裁
鑑
定
人
（A
rbitrator
 
      
 
）
で
も
な
い
し
、
仲
裁
人
（A
rbiter
 
     
）
で
も
な
い
、
と
す 
　
②
エ
ケ
ル
ト
説
は
さ
ら
に
続
け
て
、
第
三
者
の
随
意
に
よ
る
給
付
の
確
定
に
関
す
る
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
、（
ⅰ
）
多
数
説
は
、
良
俗
ま
た
は
法
律
上
の
禁
止
に
違
反
し
な
い
限
り
許
さ
れ
る
と
し
て
、
右
判
断
は
契
約
の
条
件
で
あ
り
、
条
件
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
民
法
三
一
九
条
二
項
に
よ
り
契
約
は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
と
解
す
る
、（
ⅱ
）
こ
れ
に
対
し
、
普
通
法
学
説
が
ロ
ー
マ
法
源
を
誤
解
し
た
こ
と
に
よ
る
法
現
象
で
あ
る
と
み
る
少
数
説
（
シ
ル
マ
ー
説
）、（
ⅲ
）
他
方
で
、
随
意
に
よ
る
給
付
の
確
定
を
肯
定
す
る
が
、
ま
っ
た
く
の
随
意
の
確
定
で
は
な
く
、
多
く
の
客
観
的
要
素
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
折
衷
説
が
対
立
し
て
い
る
、
と
整
理
す
る
。
　
エ
ケ
ル
ト
説
自
身
は
、
こ
の
う
ち
最
後
の
折
衷
説
に
く
み
す
る
。
そ
の
場
合
に
契
約
当
事
者
は
、
素
性
の
分
か
ら
な
い
人
物
に
給
付
の
確
定
を
委
ね
る
意
図
は
な
い
。
当
事
者
は
信
頼
し
う
る
人
物
を
選
任
す
る
の
で
あ
り
、
随
意
で
は
あ
っ
て
も
常
に
当
事
者
双
方
を
満
足
さ
せ
る
判
断
を
下
す
人
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
、
良
俗
違
反
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
不
法
行
為
の
規
定
（
民
法
八
二
三
条
）
を
適
用
し
た
り
、
契
約
関
係
が
あ
れ
ば
民
法
二
七
六
条
（
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
債
務
者
の
責
任
）
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。
　
③
契
約
当
事
者
は
、
そ
の
よ
う
な
確
定
に
の
み
服
す
る
意
図
で
あ
る
。
公
平
な
裁
量
に
よ
る
場
合
の
よ
う
に
当
事
者
が
定
め
た
確
定
の
枠
が
（
）
１８る
、
（
）
１９る
。
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七
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
の
判
断
の
自
由
と
い
う
の
は
第
三
者
へ
の
信
用
性
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
当
事
者
の
無
条
件
の
服
従
か
ら
、
当
事
者
は
他
の
第
三
者
で
は
な
く
、
当
該
第
三
者
だ
け
に
給
付
の
確
定
を
委
ね
た
と
い
う
こ
と
が
導
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
当
事
者
は
、
第
三
者
の
判
断
を
契
約
が
有
効
と
な
る
た
め
の
停
止
条
件
と
み
て
い
る
。
判
断
が
な
さ
れ
た
と
き
に
、
契
約
は
有
効
に
な
り
、
直
ち
に
履
行
し
う
る
も
の
に
な
る
。
他
方
で
、
第
三
者
の
意
思
の
欠
如
や
不
存
在
、
遅
延
に
よ
り
確
定
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
条
件
の
発
生
が
な
く
、
契
約
は
無
効
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
随
意
に
よ
る
給
付
の
確
定
に
よ
り
、
契
約
は
成
立
し
て
、
履
行
期
が
到
来
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き 
　
３
　
こ
れ
ら
の
学
説
に
先
立
ち
、
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
専
門
家
の
判
断
で
は
な
く
、
特
定
の
人
物
の
判
断
が
重
視
さ
れ
、
ま
さ
に
契
約
は
第
三
者
が
判
断
す
る
こ
と
で
条
件
づ
け
ら
れ
る
契
約
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
場
合
に
当
該
第
三
者
の
判
断
は
裁
判
官
の
修
正
に
服
さ
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
主
旨
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
は
、
第
三
者
の
随
意
の
判
断
に
関
す
る
契
約
は
、
鑑
定
契
約
（
仲
裁
鑑
定
契
約
）
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
ロ
ー
マ
の
法
律
家
が
、
契
約
が
第
三
者
のarbitrium
 
     
 
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、（
当
事
者
の
意
思
が
）
疑
わ
し
い
と
き
は
、
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium
boniviri
      
 
       
 
）
と
解
す
る
旨
の
推
定
を
し
て
い
た
こ
と
を
正
当
と
評
価 
当
事
者
が
第
三
者
の
裸
の
随
意
に
服
し
よ
う
と
す
る
意
思
は
推
定
で
き
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
　
４
　
前
掲
エ
ケ
ル
ト
説
も
引
用
す
る
「
自
由
仲
裁
」
の
批
判
説
と
し
て
、
シ
ル
マ
ー
説
が
知
ら
れ
る
。
①
シ
ル
マ
ー
説
は
、
自
由
仲
裁
（arbitrium
m
erum
      
 
 
    
）
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ロ
ー
マ
法
源
に
も
専
門
用
語
と
し
て
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
時
の
法
学
者
は
、
そ
れ
を
「
ま
っ
た
く
の
随
意
的
な
、
純
然
た
る
主
体
的
な
動
機
に
支
え
ら
れ
た
判
断
」
と
し
て
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
、
と
考
え
る
。
ロ
ー
マ
人
（Röm
ern
   
   
）
に
よ
る
と
、m
era
voluntas
 
    
  
  
 
（L.75
pr.D
.de.leg.I.30
  
  
   
 
   
      
）、plenum
arbitrium
voluntatis
 
 
   
 
     
 
 
  
  
  
（L.11
§7D
.de
leg.III32
  
  
  
 
          
）、liberum
arbitriu
 
 
    
 
     
m  
（L.8§1D
.de
reb.dub.34.5
  
   
 
  
   
      
）、arbitrium
 
     
 
（L.1
pr.D
.de
leg.II.31
  
 
  
 
        
 
）
と
い
う
語
が
、
そ
れ
ら
相
当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
善
き
人
の
裁
断
（boniviriarbitrium
      
       
 
）
は
、
客
観
的
な
観
点
か
ら
、
請
求
権
を
相
互
に
調
整
す
る
、
ま
た
は
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
（
）
２０る
。
（
）
２１し
、
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六
て
は
ま
だ
規
律
さ
れ
て
い
な
い
関
係
を
確
定
す
る
公
平
な
裁
量
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
ロ
ー
マ
法
源
が
参
照
さ
れ
る
。L.137
 
 
   
§
2
D
.de
V.O
.45.1.L.69
§
4
D
.de
jur.
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
     D
ot.23.3.L.3
C
.de
dote
prom
.V.11.L
 
   
  
 
 
 
 
  
  
 
   
 
 
  
.22
§
1
D
.R.J.50.17
 
  
 
 
 
     
 .  
　
②
現
時
の
法
律
家
の
多
数
説
に
よ
る
と
、
当
事
者
は
法
律
関
係
の
整
序
の
た
め
に
、
特
に
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
給
付
の
目
的
物
の
確
定
の
た
め
に
、
自
由
仲
裁
（arbitrium
m
erum
      
 
 
    
）
を
求
め
る
か
、
第
三
者
の
善
き
人
の
裁
断
（boniviriarbitrium
      
       
 
）
を
求
め
る
か
は
、
そ
の
意
思
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
二
つ
の
概
念
に
お
い
て
は
、
委
ね
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
が
異
な
る
。
ま
た
そ
れ
に
加
え
て
、
善
き
人
の
裁
断
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
不
公
平
な
措
置
に
対
し
て
は
、
裁
判
官
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
第
三
者
の
主
体
的
判
断
が
基
準
に
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
判
断
は
当
事
者
の
合
意
の
た
め
の
条
件
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
シ
ル
マ
ー
説
は
、
普
通
法
学
説
の
所
説
を
引
用
し
て
い
る
（
後
掲
注
（
１
）
参
照
）。
　
③
こ
れ
に
対
し
シ
ル
マ
ー
説
は
、
こ
の
よ
う
な
普
通
法
学
説
の
見
解
は
、
法
源
と
も
、
ま
た
事
件
の
性
質
と
も
一
致
し
な
い
、
と
批
判
す 
ロ
ー
マ
法
源
を
検
討
し
て
、
同
説
は
、
第
三
者
の
鑑
定
に
よ
る
法
的
請
求
権
の
調
整
ま
た
は
確
定
が
問
題
に
な
る
場
合
、
常
に
公
平
な
裁
量
の
み
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
。
人
が
自
ら
の
権
利
を
第
三
者
の
裸
の
随
意
に
委
ね
る
旨
の
合
意
を
す
る
の
は
、
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
こ
と
で
あ
り
（cotra
bonos
m
ores.
   
  
     
     
）、
相
手
方
に
そ
の
よ
う
な
要
求
を
す
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
の
合
意
は
、
わ
れ
わ
れ
の
法
源
に
お
い
て
ど
こ
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
　
そ
し
て
シ
ル
マ
ー
説
は
、
多
数
説
は
ロ
ー
マ
法
源
（L.76
D
.pro
soc.17.2.
  
  
 
   
      
 
）
を
誤
解
し
て
い
る
と
批
判
す 
法
律
家
は
二
種
類
の
仲
裁
人
（duo
genera
arbitrorum
    
      
        
）
を
語
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
基
本
的
に
そ
の
機
能
が
異
な
る
二
種
類
の
鑑
定
人
が
創
ら
れ
た
が
、
そ
の
判
断
に
対
す
る
上
訴
の
可
能
性
と
い
う
点
で
の
み
鑑
定
人
は
区
別
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
仲
裁
判
断
が
悪
意
の
方
法
で
な
さ
れ
た
場
合
を
除
く
）。
そ
れ
を
除
け
ば
、
両
種
類
の
地
位
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
随
意
で
は
な
く
、
法
と
公
平
に
よ
り
判
断
は
な
さ
れ
る
。
当
事
者
は
、
（
）
２２る
。
（
）
２３る
。
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五
五
四
五
五
仲
裁
裁
判
所
の
手
続
以
外
に
お
い
て
も
、
指
名
し
たarbiter
 
     
の
評
価
に
絶
対
的
な
効
果
を
認
め
る
旨
の
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
実
際
は
、
随
意
で
確
定
す
る
こ
と
が
自
由
で
あ
る
と
い
う
意
図
は
な
く
、
常
に
、
適
正
か
つ
専
門
的
な
判
断
を
す
る
と
い
う
考
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
悪
意
の
態
度
が
あ
る
場
合
に
は
、L.3
C
.
 
 
 
 
の
類
推
に
よ
り
裁
判
官
の
仲
介
を
求
め
て
よ
い
の
で
あ
る
。
普
通
法
学
説
は
堅
固
な
基
礎
を
欠
い
て
お
り
、arbiter
 
     
の
純
然
た
る
随
意
と
そ
の
個
人
的
な
信
頼
を
一
緒
に
結
び
つ
け
て
、
後
者
で
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
ま
っ
た
く
の
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
批
判
に
基
づ
き
、
シ
ル
マ
ー
説
は
、
右
理
論
が
吟
味
さ
れ
な
い
ま
ま
に
民
法
典
三
一
七
条
か
ら
三
一
九
条
に
取
り
込
ま
れ
、
同
法
三
一
九
条
二
項
に
お
い
て
誤
っ
た
ア
ル
ン
ド
ゥ
ツ
説
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す 
　
　
佼
　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
　
１
　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
も
、「
自
由
仲
裁
」
を
認
め
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ 
同
説
に
よ
る
と
、
普
通
法
学
説
は
、
ロ
ー
マ
法
源
（C
od.4,
 
   
 
38,15
     
）
か
ら
、
売
買
は
、
第
三
者
が
実
際
に
判
断
を
下
し
た
こ
と
で
成
立
す
る
と
解
し
て
い
る
。
第
三
者
の
判
断
は
、
売
買
成
立
の
条
件
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
判
断
の
基
準
に
つ
い
て
も
、
第
三
者
が
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
は
重
要
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
行
為
が
条
件
の
発
生
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
、
第
三
者
の
判
断
に
よ
っ
て
行
為
は
完
全
に
有
効
な
も
の
と
な
り
、
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
条
件
付
き
の
行
為
か
ら
、
当
事
者
の
無
条
件
の
服
従
と
い
う
構
成
が
と
ら
れ
た
。
当
事
者
の
意
思
は
、
他
の
第
三
者
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
当
該
第
三
者
に
給
付
の
確
定
を
委
ね
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
解
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
第
三
者
を
欠
く
場
合
に
は
、
裁
判
官
に
よ
る
契
約
の
補
充
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
当
該
第
三
者
の
判
断
が
下
さ
れ
る
と
、
も
は
や
裁
判
官
に
よ
る
修
正
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
２
　
こ
れ
に
対
す
る
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
の
批
判
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ 
、
前
掲
シ
ル
マ
ー
説
と
基
本
的
に
は
同
旨
と
解
さ
れ
る
。
①
（
）
２４る
。
（
）
２５る
。
（
）
２６る
が
─　　─
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
四
）（
豊
田
）
（
　
　
　
）
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四
五
四
四
五
四
第
一
に
、
自
由
仲
裁
の
考
え
方
は
、
ロ
ー
マ
法
源
中
に
十
分
な
根
拠
を
も
た
な
い
点
で
問
題
が
あ
る
。
条
件
付
き
の
行
為
は
無
条
件
の
服
従
と
関
係
が
な
く
、
両
者
は
ま
っ
た
く
別
レ
ヴ
ェ
ル
の
事
項
で
あ
る
。
つ
ま
り
行
為
の
発
生
は
、
行
為
が
成
立
し
た
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
三
者
の
判
断
へ
の
服
従
は
、
す
で
に
有
効
な
行
為
が
存
在
し
、
給
付
の
確
定
に
つ
い
て
さ
ら
に
裁
判
官
の
修
正
に
服
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
普
通
法
学
説
お
よ
び
そ
れ
に
追
従
し
た
判
列
は
正
当
と
い
え
な
い
。
　
②
第
二
に
、
法
源
（D
ig.17,2,76
 
 
 
      
）
か
ら
二
種
類
のA
rbitrator
 
      
 
像
が
導
か
れ
た
。
一
方
は
、
当
事
者
は
そ
の
判
断
に
絶
対
に
従
い
、
そ
の
効
果
と
し
て
判
断
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
仲
裁
鑑
定
人
（A
rbitrator
 
      
 
）
で
あ
る
。
も
う
一
方
は
、
そ
の
判
断
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
裁
判
官
の
判
決
に
よ
り
修
正
で
き
る
と
い
う
仲
裁
鑑
定
人
（A
rbitrator
 
      
 
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
「sive
aequum
sitsive
iniquum
  
  
     
 
  
 
    
   
」
か
ら
、
こ
の
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator
       
 
）
は
、
判
断
に
当
た
り
ま
っ
た
く
自
由
で
あ
る
、
ま
っ
た
く
主
観
的
な
判
断
、
純
然
た
る
随
意
で
判
断
で
き
る
、
し
た
が
っ
て
、
善
き
人
の
判
断
か
ら
の
救
済
は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
た
。
し
か
し
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
法
源
（D
ig.17,
 
 
 
  
2,76
    
）
か
ら
自
由
仲
裁
（arbitium
m
erum
     
 
 
    
）
を
導
く
の
は
お
か
し
い
と
批
判
す
る
。
当
事
者
は
な
ぜ
判
断
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
仲
裁
判
断
に
対
す
る
上
訴
、
つ
ま
り
裁
判
官
に
よ
る
修
正
が
排
除
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
③
ヴ
ィ
ン
タ
 ー
よ
る
と
、（
ⅰ
）
判
例
上
、
自
由
仲
裁
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
契
約
関
係
の
ど
こ
か
の
点
が
ま
だ
明
白
で
な
い
た
め
、
第
三
者
ま
た
は
契
約
の
一
方
当
事
者
に
よ
っ
て
そ
の
補
充
が
必
要
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
判
例
は
、
明
確
な
区
別
基
準
を
適
用
せ
ず
、
裁
量
に
よ
り
判
断
し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
契
約
の
補
充
が
議
論
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
い
か
な
る
基
準
で
も
っ
て
確
定
す
べ
き
か
、
そ
の
た
め
の
手
掛
か
り
が
な
く
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
契
約
条
項
に
よ
る
請
求
権
が
主
張
さ
れ
て
い
た
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
、
厳
格
な
基
準
を
適
用
す
る
と
、
債
務
関
係
は
内
容
の
特
定
を
欠
く
と
し
て
無
効
と
み
な
さ
れ
る
、
ま
た
義
務
を
義
務
者
の
随
意
に
か
か
ら
せ
る
の
は
、
現
行
法
上
は
不
適
法
と
み
な
さ
れ
る
（【
　
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最
高
法
院
一
八
七
五
年
判
決
）。
２０
（
）
２７説
に
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四
五
三
四
五
三
　（
ⅱ
）　
判
例
は
、
第
三
者
に
よ
る
契
約
の
補
充
、
ま
た
契
約
の
一
方
当
事
者
に
よ
る
場
合
に
も
、
公
平
な
裁
量
か
そ
れ
と
も
随
意
か
を
論
じ
、
契
約
は
補
充
し
う
る
も
の
と
み
な
す
も
の
が
多
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ
る
と
、
判
例
の
基
本
的
な
傾
向
と
し
て
、
第
一
に
、
内
容
が
未
確
定
な
た
め
に
本
来
は
無
効
と
さ
れ
る
べ
き
契
約
を
維
持
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
当
事
者
の
意
思
が
疑
わ
し
い
場
合
に
は
（
た
だ
し
、
そ
の
基
準
は
明
確
で
は
な
い
と
も
指
摘
す
る
）、
公
平
な
裁
量
に
よ
る
判
断
と
解
す
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
判
例
は
、
A
rbitrator
 
      
 
に
、
仲
裁
人
に
代
わ
る
紛
争
解
決
と
法
律
行
為
の
補
充
と
い
う
二
重
の
機
能
を
創
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
こ
れ
は
判
例
の
動
機
か
ら
し
か
理
解
で
き
な
い
と
す
る
。
判
例
は
、
本
来
取
り
消
せ
な
い
仲
裁
判
断
を
取
り
消
し
う
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
紛
争
を
解
決
す
るarbitrator
 
      
 
を
用
い
た
の
で
あ
る
。arbitrator
 
      
 
の
裁
断
は
、
も
っ
ぱ
ら
判
例
が
そ
れ
を
意
欲
し
た
ゆ
え
に
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
判
例
は
、
契
約
補
充
のarbitrator
 
      
 
を
、
主
と
し
て
内
容
の
確
定
し
て
い
な
い
契
約
を
維
持
す
る
た
め
に
用
い
た
。
　（
ⅲ
）　
し
か
し
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
実
務
上
、
随
意
の
判
断
ま
た
は
第
三
者
の
自
由
裁
量
に
よ
る
判
断
が
定
め
ら
れ
た
合
意
は
明
ら
か
で
は
な
い
し
、
ま
た
判
例
は
、
学
説
の
あ
げ
る
氏
名
の
特
定
し
た
第
三
者
た
る
人
物
と
い
う
判
別
基
準
も
適
用
し
て
な
い
、
と
指
摘
す 
そ
し
てarbitrator
 
      
 
（
仲
裁
鑑
定
人
）
とarbiter
 
     
（
仲
裁
人
）
の
区
別
に
つ
い
て
、
学
説
は
混
乱
に
陥
っ
た
。
仲
裁
人
（A
rbiter
 
     
）
の
判
断
と
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium
boniviri
      
 
 
     
 
）
の
対
立
は
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
仲
裁
人
と
自
由
仲
裁
を
下
す
仲
裁
鑑
定
人
は
、
ど
ち
ら
の
判
断
も
無
条
件
で
拘
束
力
を
有
し
、
不
服
申
立
て
が
で
き
な
い
た
め
に
、
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
自
由
仲
裁
を
下
す
仲
裁
鑑
定
人
を
、
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ん
で
い
く
べ
き
か
、
学
説
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
そ
の
例
と
し
て
、
仲
裁
人
（arbitor
      
）
と
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator
       
 
）
の
区
別
に
と
っ
て
「
自
由
仲
裁
」（arbitrium
m
erum
      
 
 
    
）
の
承
認
は
好
ま
し
く
な
い
、
自
由
仲
裁
に
よ
り
判
断
す
る
第
三
者
は
、arbitrator
 
      
  
で
も
な
く
、arbiter
 
     
で
も
な
い
と
説
い
た
、
前
掲
エ
ケ
ル
ト
説
を
引
用
す
る
。
（
）
２８る
。
─　　─
ド
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四
五
二
四
五
二
（
１
）　
シ
ル
マ
ー
論
文
（T.Schirm
er,A
cP
B
d.91
      
 
    
   
  
 
（1901
    
）,S.137f.
   
   
）
が
当
時
の
学
説
を
引
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
①
プ
フ
タ
（Puchta
     
） 
は
、
そ
の
対
象
を
人
のA
rbitrium
 
     
 
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、A
rbitrium
 
     
 
に
は
自
由
裁
量
一
般
（
債
務
者
の
場
合
に
限
ら
な
い
）
か
、
ま
た
は
公
平
な
裁
量
（
善
き
人
の
裁
断
　arbirrium
boniviri
    
  
 
 
     
 
）
が
あ
る
と
す
る
。
②
ま
た
ケ
ラ
ー
（K
eller
 
    
）
は
、
第
三
者
のA
rbitrium
 
     
 
に
よ
る
個
別
的
な
点
の
定
め
（
た
と
え
ば
、
組
合
持
分
の
程
度
）
は
間
接
的
な
確
定
に
属
す
る
と
し
て
、
ロ
ー
マ
人
（Röm
er
   
  
）
は
、
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
純
然
た
る
随
意
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、
公
平
な
裁
量
に
よ
る
と
み
て
い
た
、
つ
ま
り
一
定
の
客
観
的
な
基
準
に
拘
束
さ
れ
る
と
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
③
さ
ら
に
ウ
イ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
（W
indscheid
 
 
      
）
は
、
給
付
の
内
容
が
示
さ
れ
た
人
物
の
裸
の
随
意
、
ま
た
は
そ
の
公
平
な
裁
量
（A
rbitrium
 
     
 
一
般
に
対
す
る
、
善
き
人
の
裁
断
　arbitrium
boniviri
      
 
       
 
）
に
よ
っ
て
も
確
定
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
最
終
的
な
判
断
は
裁
判
官
（
の
そ
れ
）
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
る
。
ウ
イ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
説
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
（
７
）
も
参
照
。
④
ブ
リ
ン
ツ
（B
rinz
 
  
 
）
も
ま
た
、
不
確
定
部
分
の
選
択
、
同
時
に
限
定
ま
た
は
単
な
る
確
認
を
純
然
た
る
随
意
ま
た
は
公
平
な
裁
量
に
基
づ
く
確
認
と
し
て
第
三
者
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
公
平
な
裁
量
に
よ
る
場
合
は
裁
判
官
に
よ
っ
て
跡
付
け
ら
れ
る
と
す
る
。
（
２
）　W
inter,a.a.O
.,S.122ff.
 
 
 
    
 
  
 
   
 
（
３
）　W
inter,a.a.O
.,S.127ff.
 
 
 
    
 
  
 
   
 
な
お
、
本
文
で
引
用
し
た
判
例
以
外
に
も
、O
A
G
M
ünchen,U
.v.27.1.1862,SeuffA
rc
 
 
 
 
        
 
 
  
 
        
 
  h15,N
r.191,S.300ff.;O
A
G
     
  
     
   
  
 
 
 
M
ünchen,U
.v.31.12.1862,SeuffA
rch
1
 
        
 
 
  
  
         
    
7,N
r.227,S.361f.;O
A
G
Lübeck,U
.v.
   
  
     
     
 
 
 
       
 
 30.5.1865,SeuffA
rch
20,N
r.110,S.1
  
 
         
    
   
  
     
78ff.;O
G
W
olfenbüt
     
 
 
       -
tel,U
.v.2.11.1877,SeuffA
rch
33,N
r
 
  
 
 
 
  
         
    
   
 .113,S.154ff.
 
     
    
を
閲
読
し
て
み
た
が
、
筆
者
に
は
難
解
で
本
稿
で
紹
介
・
検
討
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
（
４
）　
引
用
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
四
八
条
と
四
九
条
を
み
る
と
、
①
四
八
条
は
、
売
買
価
格
が
第
三
者
の
自
由
裁
量
（G
utfinden
 
   
   
）
と
関
連
し
て
確
定
さ
れ
る
場
合
、
双
方
の
契
約
当
事
者
は
第
三
者
の
判
断
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
買
主
も
、
五
八
条
所
定
の
異
議
を
主
張
で
き
な
い
旨
規
定
す
る
。
②
ま
た
四
九
条
は
、
当
事
者
の
一
方
が
詐
欺
に
よ
っ
て
第
三
者
に
価
格
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
の
み
、
売
買
契
約
は
締
結
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
、
詐
欺
者
は
利
益
分
の
支
払
い
を
義
務
付
け
ら
れ
る
旨
規
定
す
る
。
な
お
、
修
道
二
八
巻
一
号
一
六
頁
も
参
照
。
（
５
）　
両
規
定
の
前
条
・
七
一
条
が
、
対
象
の
確
定
で
き
な
い
契
約
、
そ
の
確
定
ま
た
は
履
行
が
義
務
者
の
随
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
契
約
は
、
拘
束
力
が
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
30
四
五
一
四
五
一
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
づ
け
て
七
二
条
は
、
確
定
さ
れ
て
い
な
い
債
務
の
詳
細
な
確
定
が
第
三
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
、
第
三
者
が
判
断
を
下
し
た
と
き
に
、
契
約
は
有
効
に
な
る
、
ま
た
七
三
条
は
、
第
三
者
は
、
そ
の
意
思
に
反
し
て
、
判
断
を
下
す
よ
う
に
請
求
さ
れ
な
い
旨
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。
修
道
二
八
巻
一
号
一
六
頁
参
照
。
（
６
）　
①
二
三
〇
条
は
、
契
約
の
副
次
規
定
中
、
履
行
時
期
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
履
行
時
期
が
契
約
中
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
裁
判
官
が
確
定
す
る
旨
規
定
す
る
。
②
ま
た
二
六
〇
条
、
二
六
七
条
は
契
約
の
解
釈
規
定
で
あ
り
、
二
六
〇
条
は
、
解
除
の
意
思
（die
A
bsicht,freygebig
zu
seyn,
  
 
   
          
 
  
    
）
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
一
方
当
事
者
に
支
払
わ
れ
る
以
上
に
給
付
は
し
な
い
も
の
と
す
る
、
ま
た
二
六
七
条
は
、
こ
の
種
の
契
約
（
権
利
の
取
得
・
処
分
の
た
め
の
双
方
当
事
者
の
同
意
。
第
五
章
一
条
参
照
）
で
は
通
常
認
め
ら
れ
な
い
法
外
な
利
益
を
要
求
す
る
当
事
者
に
対
し
て
は
、
不
利
益
に
解
釈
す
る
旨
規
定
す
る
。
　
③
第
一
一
章
（
生
活
中
の
契
約
に
お
い
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
所
有
権
の
取
得
の
章
）
は
、
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
対
し
て
、
金
銭
も
し
く
は
物
を
約
束
し
た
、
ま
た
は
作
為
も
し
く
は
不
作
為
を
約
束
し
た
合
意
に
つ
い
て
、
義
務
者
に
報
酬
の
支
払
い
が
約
束
さ
れ
た
も
の
と
定
め
て
い
る
（
八
六
九
条
・
八
七
〇
条
）
が
、
そ
れ
に
つ
づ
き
八
七
一
条
は
、
右
報
酬
の
支
払
い
が
契
約
中
で
十
分
に
確
定
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
鑑
定
人
に
よ
る
鑑
定
に
よ
っ
て
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
す
る
。
（
７
）　
引
用
さ
れ
た
ウ
イ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
説
は
、
契
約
の
未
確
定
部
分
の
補
充
に
つ
い
て
の
ル
ー
ト
（Q
uelle
 
    
）
と
し
て
、
一
方
当
事
者
の
意
思
表
示
、
第
三
者
の
意
思
表
示
、
裁
判
所
の
裁
量
、
ま
た
は
そ
の
他
の
事
実
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
本
件
判
旨
の
引
用
は
、「
裁
判
所
の
裁
量
」
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ウ
イ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
説
は
、
給
付
の
内
容
が
氏
名
の
特
定
さ
れ
た
人
物
の
裸
の
随
意
、
ま
た
は
そ
の
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
も
確
定
さ
れ
な
い
と
き
は
、
裁
判
官
の
判
断
に
よ
る
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
源
を
引
用
す
る
（L.24
pr.D
.19,2,l.76-80
D
.17,2,l.6
  
  
  
 
     
  
  
 
      9
§D
.23,3,1.3C
.5,
  
 
 
      
 
 
 
11,l.1.§1D
.31,1.22
§
1
D
,17.
    
    
 
    
  
 
 
    
）。
そ
し
て
同
説
は
、（
当
事
者
の
意
思
が
）
疑
わ
し
い
と
き
は
、
常
に
、
当
事
者
ま
た
は
第
三
者
の
判
断
は
、
善
き
人
の
裁
断
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
（RG
34,S.15fg.,RG
35,S.105fg.
  
 
    
  
  
 
 
    
   
 
両
判
例
と
も
未
検
討
）
を
引
用
し
て
い
る
。vgl.B
.W
indsheid/T.K
ipp,Lehrbuch
 
   
  
 
     
    
 
           des
Pandektenrechts,
   
      
      
 2  .B
d,8.A
ufl.,1900,S.18,Fn.5.
  
     
    
      
     
 
（
８
）　W
eism
ann,D
as
Schiedsgutachten,A
cP
 
  
 
     
   
   
     
   
   
   72   （1888
    
）,S.328,Rn.89
   
      
 .  
（
９
）　
判
旨
に
引
用
さ
れ
た
組
合
契
約
第
一
三
条
に
よ
る
と
、
組
合
に
未
加
入
の
相
続
人
に
対
し
て
、
被
相
続
人
の
死
亡
か
ら
一
年
後
に
、
製
造
工
場
の
持
─　　─
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
四
）（
豊
田
）
（
　
　
　
）
31
四
五
〇
四
五
〇
分
権
（E
igenthum
santheil
 
 
   
  
    
  
）
当
た
り
の
金
員
が
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
金
額
は
、
製
造
工
場
の
査
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
脱
退
時
に
お
け
る
右
査
定
を
確
定
す
る
た
め
、
相
続
人
と
組
合
役
員
（Vorstand
 
    
  
）
は
そ
れ
ぞ
れ
組
合
員
か
ら
二
名
を
選
任
し
、
一
人
の
審
判
人
を
合
意
す
る
。
審
判
人
の
合
意
が
で
き
な
い
と
き
は
、
相
続
人
と
組
合
役
員
は
組
合
員
の
な
か
か
ら
一
名
ず
つ
の
審
判
人
を
選
任
し
、
二
人
の
審
判
人
は
ど
ち
ら
が
審
判
人
に
な
る
か
を
決
定
す
る
。 
こ
れ
ら
の
審
判
人
が
多
数
決
原
則
で
毛
織
物
工
場
の
査
定
を
行
う
。
査
定
価
格
は
、
当
時
の
会
社
の
資
産
価
値
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
相
続
人
は
、
被
相
続
人
が
組
合
員
の
地
位
に
あ
っ
た
期
間
に
毛
織
物
を
紡
い
だ
量
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
る
金
額
を
受
領
す
る
。
被
相
続
人
が
受
け
取
っ
た
金
員
は
、
組
合
の
帳
簿
か
ら
判
明
す
る
。
す
べ
て
の
組
合
員
は
右
定
め
に
従
い
、
相
続
人
も
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
に
よ
る
相
続
財
産
の
調
査
は
す
べ
て
排
除
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
の
被
告
は
、
右
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
財
産
へ
の
相
続
人
の
持
ち
分
は
、
も
っ
ぱ
ら
法
律
規
定
に
よ
っ
て
の
み
確
定
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
た
。vgl.RO
H
G
E
16,S.432
 
   
 
 
 
 
 
    
  .  
（
　
）　
こ
れ
以
外
に
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
二
件
の
先
例
（B
d.V
S.123;V
III
S.110.
 
  
 
 
    
    
 
   
）
お
よ
びStriethors
 
 
 
 
   t  ’s
A
rchiv
B
d.XXV
II
S.59
  
    
 
  
  
   
 
 
が
引
用
１０
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
事
件
も
未
検
討
で
あ
る
。
（
　
）　
そ
の
ロ
ー
マ
法
源
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。l.77
D
.pro
socio
 
 
  
 
   
   
 （17,2
    
）;l.24
pr.D
.loc.
     
  
    （19,2
    
）,l.6D
.pro
socio
    
 
   
   
 （17,2
    
）;l.69
§.4D
.de
iure
     
 
 
 
      
１１dot.
    （23,3
    
）l.3C
.de
dot.Prom
.
 
 
 
 
  
   
   
 （5,11
    
）;l.7
pr.D
.de
C
.E
.
    
  
 
  
 
 （18,
   
）;l.30
pr.D
.de
op.libert.
     
   
 
  
   
    （38,1
    
） .
（
　
）　
そ
の
ロ
ー
マ
法
源
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。l.22§.1
D
.de
R.I.
 
 
   
  
 
     （50,17
     
）;l.6.l.78D
.pro
socio
     
  
 
       
  （17,2
    
）;l.7
pr.D
.de
C
.E
.
       
     
 
 （18,1
    
）;l.24
     
１２pr.D
.locate
   
  
   
 
（19,2
    
）;l.3
C
.de
dot.Prom
.
    
 
  
   
   
 
（5,11
    
） .
（
　
）　l.6,79,80.D
.pro
socio
         
 
   
   
（17,2
    
）;l.9,10
pr.D
.qui
satisdare
cog.
 
      
  
 
   
            （2,8
   
）;l.7
§.1
D
.de
C
.E
.
   
 
 
 
 
  
 
 （18,1
    
）;l.69
§.4
D
.de
iure
dot.
     
  
 
 
      
   （23,3
    
）;l.1
    
１３§
1
D
.D
e
leg.I
  
 
  
      I  
（31   
）;l.18
C
.E
.
     
 
 （4,38
    
）;l.3
C
.D
e
dot.Prom
.
    
  
  
   
   
 （5,11
    
）,insbes.l.30
pr.D
.D
e
op.Lib.
  
      
  
   
 
  
    
 （38,1
    
） .
（
　
）　
条
件
説
が
支
配
的
な
見
解
で
あ
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
こ
れ
は
同
説
に
く
み
し
な
い
見
解
の
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
豊
田
・
法
構
造
（
二
）
修
道
一
１４
四
巻
一
号
四
九
頁
注
　
参
照
。
１７
（
　
）　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
四
年
一
月
九
日
判
決
（RO
H
G
E
11,S.375ff.
  
 
 
 
 
    
   
 
）
も
、
契
約
当
事
者
の
随
意
が
決
定
的
か
、
ま
た
は
公
平
な
裁
量
１５
が
決
定
的
か
に
つ
い
て
、
合
意
か
ら
明
ら
か
に
な
ら
な
い
限
り
で
、
解
釈
に
よ
り
後
者
の
意
味
で
契
約
を
維
持
す
る
と
い
う
一
般
的
な
原
則
が
た
て
ら
れ
て
い
る
、
か
つ
、
そ
う
し
た
公
平
な
裁
量
は
、
客
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ウ
ル
、
必
要
な
場
合
に
は
そ
の
修
正
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
32
四
四
九
四
四
九
に
服
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
不
公
平
な
確
定
は
裁
判
官
に
よ
り
修
正
さ
れ
る
旨
判
示
し
て
い
る
。
　
な
お
、
右
事
件
で
は
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
仲
裁
鑑
定
人
た
る
適
格
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
判
旨
は
、
公
益
お
よ
び
公
法
に
よ
り
定
款
の
審
査
を
行
い
、
定
款
草
案
の
修
正
・
確
認
を
行
う
国
家
政
府
は
、
合
意
を
有
効
と
す
る
の
に
必
要
な
定
め
を
補
充
的
に
確
定
す
る
「
中
立
の
」
第
三
者
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
す
る
。
国
家
政
府
の
判
断
は
国
家
権
力
の
行
為
で
あ
り
、
仲
裁
人
や
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
と
は
異
な
り
、
不
完
全
な
契
約
の
補
充
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
公
法
の
観
点
か
ら
そ
の
修
正
・
確
認
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
判
示
し
て
い
る
。
（
　
）　O
A
G
Lübeck,U
.v.9.9.1865,SeuffA
rch
 
 
 
         
 
 
 
 
         
    B
d.20,N
r.218,S.359f.;O
G
W
olfenbüt
 
  
   
  
     
     
 
  
       tel,U
.v.8.12.1871,SeuffA
rch
B
d.26,
    
 
 
 
  
         
     
  
  N
r.187,S.288f.;
 
  
     
    
１６O
G
W
olfenbüttel,U
.v.2.11.1877,Seu
 
 
 
 
          
 
 
 
  
       ffA
rch
B
d.33
N
r.113
 
 
    
  
  
  
  .  
（
　
）　
豊
田
・
法
構
造
（
一
）
修
道
一
三
巻
一
号
九
三
頁
参
照
。
１７
（
　
）　W
angner,a.a.O
.,S.29f
 
         
 
  
 
  .
１８
（
　
）　E
ckert,a.a.O
.,S.4f
 
        
 
  
 
 .
１９
（
　
）　E
ckert,a.a.O
.,S.12f
 
        
 
  
 
  .
２０
（
　
）　
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
の
引
用
す
る
ロ
ー
マ
法
源
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。L.22
1
D
.de
reg.iur.
 
 
     
 
         （50,
17
   
  
）;vgl.
l.35
D
.m
and.
          
 
    （17,
1
   
 
）,1.24
   
  
２１D
.loc.cond.
 
    
    
（19,2
    
）,l.69
4D
.de
iure
dot.
 
    
 
        
   （23,3
    
）,l.3
C
.de.dot.pro
    
 
        m  
.  （5,11
    
）.  
（
　
）　Schirm
er,a.a.O
.,S.138
    
 
     
 
  
 
  .  
２２
（
　
）　Schirm
er,a.a.O
.,S.140f
    
 
     
 
  
 
   .
２３
（
　
）　Schirm
er,a.a.O
.,S.141
    
 
     
 
  
 
  .  
２４
（
　
）　W
inter,a.a.O
.,S.122ff
 
 
 
    
 
  
 
   .  
２５
（
　
）　W
inter,a.a.O
.,S.125ff
 
 
 
    
 
  
 
   .  
２６
（
　
）　W
inter,a.a.O
.,S.127ff
 
 
 
    
 
  
 
   .  
２７
（
　
）　W
inter,a.a.O
.,S.132ff
 
 
 
    
 
  
 
   .  
２８
（
以
上
　
法
学
部
教
授
　
豊
田
博
昭
）
─　　─
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
四
）（
豊
田
）
（
　
　
　
）
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四
四
八
四
四
八
